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お買い上げいただき、ありがとうございます。 

A ご使用の前に 

この取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。 

特に回〜回ぺージの「を全上のごま意」は、必、ずお読みいただ 
き、を全にお使いください。 

お読みになったあとは、保証書と一緒に大切に保管し、必要な 
ときにお読みください。 
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■ ドルビーデジタルデコーダー搭載 

映画館や劇場に匹敵する臨場感を再現ずるドルビーデ 
ジタル已 .1 ch サラウンドに対応。 

センター スピーカー 、サラウンド スピーカー やサブ 
ウーノ V —を接続することにより、迫真の立体音場の再 
生び可能です。 DTS サラウンドにも対応しています。 

■ MPEG-2 AAC サラウンド対応 

MPEG -2 オーディオの標準ち式の一つで、2000年 
12月から始まった、 BS デジタ J レ放送で採用。 

ほビットレートでかつ高音質を確保でさ、ま組内容に 
よりマルチチヤンネ j レの設定び可能でず。 


■ デジタル処理によるドルビーサラウンド 

高度なデジタル信号処理技術により、正確な音の定位と 
ダイナ5ックな躍動感を、高音質を維持しなびら忠実に 
再現します。 

■ ホールの臨場感をさ5に高める DAP モード 

著名なコンサートホールやライブ八ウスなどの音場を、 
デジタル処理により創り出して再現。 

同じアーティストの演奏でを、違った雰囲気で楽しむこ 
とびでさます。 

■マルチブランドリモコン 

対応しているメーカーのコードを設をすることで、ビク 
ター製品けがの DVD プレーヤー、ビデオデッキ、テレビ 
の操作びでをます。 



■ ステレオを聞<とさのエチケット 

ステレオで音楽をお楽しみになるとをは、隣近所に迷惑びかからないよ5な音量でお聞をください。 
特に、夜はルさな音でも周囲によく通るものです。窓を閉めたり、へッドホンをご使用になるなどお互 
し)にむを配り、快い生ま環境を守りましょう。 

このマークは音のエチケットのシンボルマークです。 


























































まを上のごを意 一はじめにお読み<ださい一 


絵表巧について 

この取扱説明書と製品には、いろいろな絵表示び記載されています。 

これらは、製品をま全に正しくお使いいただき、人への危害や財産への損害を未然に防止するための表示です。絵表示の意は 
をよく理解してから本文をお読みください。 


ASS 


A 汪局 


この表示のミ主意文を無視して、誤った取扱いをすると、 
「死 t または重傷を負う可能性び想をされる」内容をお 
しています。 


この表おのま意文を無視して、誤った取扱いをすると、 
r 傷害を負つたり物的損害び想定される」内容を示して 
います。 


♦絵表示の説明 
を意をラなびす記号 


行為を禁止する記号 


A A 0 ®® 

一般的ま意 感電 禁止 分解禁止 水めれ禁止 


行為を指示ずる記号 




一般的指示 電源プラグを巧く 


A 警告 


万一、巧のような異常び発生したときは 
すぐ使用をやめる。 


煙び出ている、へんなにおいびするとさ 


€ 


電源プラグを巧く 


i い)^^が 



内部に水や異物び入ってしまったとを 

落としたり、破損したとさ 

電源コードび傷んだとを(お線の露出や断線など） 


分解や改造をしない。 

カバーをがさない。 

义災や感電の原因となります。 

内部の点検や修理は、お買い上げの販売店にご依頼くだ 
さし、。 




分解禁止 



€ 


電源プラグを巧く 



ずぐに電源を「切」にし、必ず電源プラグをコンセントか 
ら抜く。異常び発生したまま使用していると、乂災や感電 
の原因となります。煙び出なくなるのをお認してから版 
売店に修理を依頼してください。お客様による修理は危 
険でずから絶対におやめ < ださい。 


風呂場やシヤワー室では使用しない。 

本機の中に水び入ると、义災や感電の原因となります。 




水場での使用禁止 


ム 


夢 



目な/まを上のごま意 











ま全上のご注意(つづき) 


電源コードを傷つけない。 

電源コードを傷つけると、火災や感電の原因となりま 
す。 

特に、次のことにを意してください。 

• 電源コードを加工しない 
• 電源コードを無理に曲げない 
• 電源コードをねじらない 
-電源コードを引っ張らない 
-電源コードを熱器具に近づけない 
-電源コードの上に家具などの 
重い物をのせない 


電源プラグは根元まで確実に差し込む。 

差し込みび不完全ですと、発熱したりほこりび付着して 
火災や感電の原因となります。また、たこ足配線を、コー 
ドび熱を持ち危険ですのでしないでください。 


〇 


電源プラグは定期的に清掃する。 

電源プラグとコンセントの間に、ゴミやほこりびたまつ 
て湿気を吸5と、絶縁ほ下を起こして、义災の原因とな 
ります。定期的に電源プラグをコンセントからなさ、ゴ 
S やほこりを乾いた巧で取り除いてください。 




本機の上に水などの入った容器を置かない。 

巧びん、植木鉢、コップ、化粧品、 

薬品など水の入った容器を置か 
ないで < ださい。こぼれたり、中 
に水び入った場合は、火災や感電 夕 A 

の原因となります。 > 



雷び鳴り出した5、アンテナ線や 
電源プラグに触れない。 ，か 

感電の願となります。 ^ 




接触禁止 



表示された電源電圧(交流100ボルト)で 
使用する。 

表おされた電源電圧しソ外では、火災' 感電の原因となりま 
す。 

本機を使用できるのは日本国内のみです 。V 


I'his set IS designed for use in 
Japan only and cannot be used in 
any other country. 




本機の包装に使用しているポリ袋は、ルさな 
お子様の手の届くところに置かない。 

頭からかぶると窒息の原因となります。 


幾う' 



A 警告 






A ま意 


電源プラグは、 


設置場所に注意する。 


コードの部分を持って巧かない。 


電源コードを引っ張ると、コー 
ドに傷びつさ、义災や感電の原 
因となることびあります。 

電源プラグを持って抜いてくだ 
さい。 



めれた手で電源プラグを 



通風孔をふさいだり、 


なのような所に設置すると、义災や感電の原因となること 
びあります。 

-湿気やほこりのをい所 

-直射日光の当たる所や、熱器具の近 < など高温になる所 
-窓ざねなど水滴の発生しやすい所 



本機の上に重い物を置かない。 


テレビなどの重い物や本機から 
はみ出るよラな大さな物を置く 
と、バランスび < ずれて倒れた 
り、落ちたりして、けびの原因と 
なることびあります。 



風通しの悪い場がで使用しない。 

本機の通風孔をふさびないでください。通風孔をふさぐと 
内部に熱びこもり、义災の原因となることびあります。特に 
次のことにま意してください。 

• あお向けや横倒し、逆さまにしない 
-本箱、押し入れなど風通しの悪い狭い所に押し込まない 
. テーブル ク□スを掛けない 
• 本や雑誌などをのせない 
• じゅラたんや布団の上に置かない 
-設置する場合は、壁から] OcmL ツ 
上離してください。また、放熱をよ 
くするために、他の機器との間は 
少し離して置いてください。ラッ 
クなどに入れるときは、機器の天 
面か日 lOcmL ツ上 、背面から 
1 0 cm しソ上のすをまをあけてくだ 
さい。 


長期間使用しないときは、電源プラグを巧く。 

電源び「切」でも本機には、わずか 
な電流び流れてし ) ます。安全およ 
び節電のため、電源プラグをコン 
セントから抜いてください。 





電源プラグを巧く 



ま全上のごま意(つづき) 


A ま意 


お手入れをするときは、電源プラグを巧く。 3年に一度は内部の清掃を,販売屈こ 

電源び r 切」でも本機には、わずかな電流び流れていまず。 ■(衣 n する0 

J 愛？？鋪款貧りこ接続されていると'感電の原因の部にほこりびたまったまま使用すると、义災の原因とな 

ることびあります。特に、湿気の多くなる梅雨期の前に行 


なラと、より効果的です。 



€ 


電源プラグを巧く 


移動するとさは、接続コード類や 
電源プラグを巧く。 

接続したまま移動すると、 

コードび傷つき、火災や感 广 

電の原因となることびあ 


〇 




電池の取り扱いに注意する。 

電池の取り扱いを誤ると、電池び破裂したり、液ちれし 
て、乂災•けびや周囲を巧す原因となることびあります。 
次のことにを意してください。 

• 指定!;!外の電池を使用しない 
• 電池のプラス （+) とマイナス（一）を間違えない 



電源プラグを巧く 


はじめか5音量を上げすぎない。 

突然大をな音び出て、スピーカーを破損したり、聴力障 
害の原因となることびあります。 

電源を切る前に音量(ボ U ューム）を下げておさ、電源び 
入ってから徐々に上げてください。 





〇 



• 電池のプラス （+) とマイナス（一）をショートさせない 
• 電池を加熱しない 
• 分解しない 
• 乂や水の中に入れない 

. 新しい電池と一度使用した電池をおだて使用しない 
• 種類の違ラ電ミ也と混ぜて使用しない 
• 乾電池は充電しない 

• 長期間使わないときは、電池を取り出しておく 
もし、電池び液をれをしてしまったときは、電池ケースに 
ついたおをよく巧きとってください。万一、をれた液体び 
身体についたときは、水でよく洗い流してください。 


( 設置についてのごま意_ 

故障などを防止するため次の場所は避けてくださし、。 

-不安定な所 
-振動の激しい所 
-湿気やほこりの多い所 

寒い所から急に暖かい部屋へ移動したとさは、約！〜2時 
間待つてから電源を入れてください。 


( 使用中の本体の温度上昇について_ ) 

使用状態によっては、本体の温度び上昇することびあり 
ますび、これは故障ではありません。 

特に、大音量で使い続けると本体キャビネットび熱<な 
ります。このよラなとさは、火傷などの原因となりますの 
で本体には触れないよラにしてください。 


回 




各部の名前 


♦ 



本体前面 

詳しくは、 （） 内のページをご覧ください。 

〇边 /I 履源)ボタンと STANDBY ランプ（回） 

0 U モコ ン受光部 
© 表术窓 

〇デジタル音声入力表示ランプ（回、回） 

MPEG-2 AA 巳、 DTS、DOLBY DIGITAL LINEAR PCM 
e 音声入力表示ランプ（回） 

DIGITAL AUTO, ANALOG 
〇 SETTING ボタン（画、画〜國） 

〇 ADJUST ボタン(回〜图、國、國、国） 


© CONTROL ボタン（凹〜回、國〜國) 



0 MEMORY ボタン（圆、回） 

⑩ソース機器選択ボタン（回、回、國、國) 


DVD 、 DBS 、 VTR 、 TV ' AUX 、 FM/AM 

インプット アナ□グ/デジタル 

® INPUT ANALOG / D に tAL ボタン（画) 

インプットアッ了ネーター I —— . 

INPUT ATT ボタン（國） 

ヴラウンド オン/オフ 

必 SURROUND ON / OFF ボタン（画、励 

デイーエスピーモード ■ _^ ^ ^ 

必 DSP MODE ボタン（画、图、图） 

マスター ボリユーム 

⑩ MASTER VOLUME へ/ V ボタン（间） 


U モコン (RM-SRXE100) 



U モコン 

詳しくは、 （） 内のページをご覧ください。 

〇電源ボタン（回、國、の〜回） 

DV □、テレビ、ビデオ、才ーディオ 
0サラウンドオン/オフボタン（画〜回、國） 
e DSP モードボタン（画、图、图、國） 

〇才ーディオ/ビデオ機器操作ボタン（四、回、回) 
e テレビ/ビデオボタン（画、回） 

© テレビ操作ボタン（回、回） 

テレビ音量+/—、テレビチヤンネル +/- 
〇サウンドボタン （图、画〜团、國） 

© 数字ボタン 

記憶した放送局を選ぶ（回） 

音量'音質調節（图） 

DSP を使ぅ（画〜图） 

オーディオ/ビデオ機器操作（画〜回） 

© バスブースト他音強調)ボタン（國、國） 

⑩消音ボタン（回、國） 

のバス(低音) +/- ボタン（图、國） 

® ソース機器選択ボタン（回、图、回、國〜回） 
DVD 、 TV 、 VTR 、 DBS 、 FM / AM、AUX 
® アナ□グ/デジタルボタン（画、國） 

⑩ビデオコント□ールボタン（四、回） 

必ビデオチヤンネル+/—ボタン（画、回） 

⑩アンプ主音量+/—ボタン（回、國） 

めトレブル(局音) +/— ボタン（图、國） 























アンテナを接続する 




FM / AM 放送を聞くために、アンテナを接続しまず。 


FM 簡易型アンテナ咐属品)を接続する 


AM ループアンテナ(付属品）を接続する 


-付属の FM 簡易型アンテナを本機に接続します。 



FM 簡易型アンテナ(付属品）を張る 


FM 放送を受信しながら FM 簡易型アンテナ咐属品)を最も 
受信状態の良い位置と向さに、まっすぐ伸ばしてテープなど 
で水平に固定します。 


FM 簡易型アンテナ 
咐属品） 




付属のアンテナで5ま <受信でをないとまは ••• 

FM 屋かアンテナを接続する 

FM 簡易型アンテナでは FM 放送がラまく受信でさないとさ 
は、 FM 屋外アンテナを使います。 


FM 屋外アンテナ 



マンシヨンなどの共同住宅にお住まいのちは 

テレビ ( VHF / UHF ) 巧共聴アンテナ端子に本機を接続してください。 
すでにテレビなどび接続されているとさは、市販の分配器などをお使 
い < ださい(ただし、電波が弱いとラま < 受信でをないことがあ0ま 
す）。 


迈) 


• まず AM ループアンテナを組立てまず。 



-次に組立てた AM ループアンテナを本機に接続します。 



AM ループアンテナ(付属品)の向きを決める 


. AM 放送を受信しなびら AM ループアンテナの向をを変え、 
最ち受信状態の良い場所に置をます。 

このとを、 AM ループアンテナは電源 コー ド、接続 コー ド、本 
機からでさるだけ離して置くと雑音などび入りにくくなり 
ます。 

付属の AM ループアンテナで5ま<受信でをない 
ときは… 3 m 〜 5 m のケーブル(電線)を接続する 

AM ループアンテナを接続したまま 、 AM EXT 端テに 3 m 〜 

已 m のケーブル(電線:市販品)を接続し、窓際や屋外のなるベ 
く高い位置に水平に張ると効果的です。 

み(アース)端子にアース線を接続すると、より雑音び軽減され 




















スピーカーの接続びでさたらスピーカーサイズの設定を行ってください。（圆〜 


スピーカーの 配置例 


テレビの近くに設置するセンタースピーカーやフ〇ント 
スピーカーなどは、防磁型スピーカーをお使いください。 
万一、テレビの画面に色ムラを生じるときは、スピー 
カーとテレビを離して設置してくださし、。 


フ □ント スピーカー 

(左） 


センター 

スピーカー 


I サブウー八一 I 


フ □ント スピーカー 
_炬）_ 


リアス ピーカー 
(苗 


リスニングポジション I 


リアス ピーカー 
佑） 



• スピーカーは、フ□ント / U ア/センターともにインピーダ 
ンスび日£2〜1目 Q のものを使巧してください。 


ヴブウーノ V—の接続 

サブウー八一を接続すると、より迫力のある重低音がお楽 
しみいただけます。 

またドルビーデジタル、 DTS サラウンドや MPEG -2 AAC 
サラウンドの再生では、オリジナルの LFE 信号がサブウー 
八一で再生されます。 



RCA ピンプラグコード(市販品)でサブウー八一の入力端 
テと本機のサブウー八一端テを接続します。 

-サブウー八一の取扱説明書ちご賣ください。 


人の聴感は、高音に比べて低音での音の方向性(指向性)にあ 
まり敏感ではありません。このためサブウーノ V —は、お好きな 
場所に置くことびできます。通常は U スニングポジションよ 
0前方に置さます。 


スピーカーコー ドを接続する 


スピーカー側の©、©端テと本機側の©、©端テを正し< 
接続してください。スピーカーコードの極性 (©/©) を間 
違えて接続すると、ステレオ感や音質がそこなわれます。 



1. スピーカーコードの先端にビこールがついているとを 
は、芯線をよじりながらビこールを抜き取る。 

2. スピーカー端テを開き、その中にスピーカーコードの芯線 
を差し込む。 

3. スピーカー端テを閉じる。 


スヒーカー を接続する 


アンテナを接続する/スピ—力—を接続する 

















AV 機器を接続する 


本機には接続コードを付属しておりません。接続する機器に付属している接続コードか市販品をお使いください。 
本機の接続には次のよラな接続コードが必要になります。 


n 光デジタルケープル 
: XN-1 10SA など 

〇 同軸デジタルケーブル 
: CN-D110E など 

□ R 巳 A ピンプラグコード 
'ホーも (R) 

白- ► 左 ( L ) 

: CN- 已 10E など 

n s 映像ケーブル 
: VC-S110E など 


Q 映像ケープル 
: VX -110 E など 


ち 1111 feu の 阻 1111岂 


I ) 

I _ _白 


日細 - み - cnrcKO 


<= r ~^ 1 } 黄 


映像(コンポジット）と S 映像について 

本機には、映像入力/出力端テとして、映像 
(コンポジット)端テと S 映像端テの2種類 
の端テびあります。 

映像(コンポジット)端子か5入力された 
信号は、映像(コンポジット)端子か5出力 
をれ、 S 映像端子か目入力をれた信号は 、 S 
映像端子か6出力されまず。 

映像(コンポジット)端子と S 映憬端テの両 
方を接続する必要はありませんび、次のこ 
とにごミ主意ください。 

-録画用の機器と再生用の機器げ同じ種 
類の端テに接続されていないと、映儘を 
録画することはできません。 

-テレビと再生用ビデオ機器び同じ種類 
の端テに接続されていないと、映儘をテ 
レビで見ることはでさません。 





く お知5せ> 

-お手持ちのテレビにデジタル音声出力端子びあるとさは、本機のデ 
ジタル入力端テ(デジタル]または 2) と接続でさます。 

お買い上げ時、デジタル入力端テはそれぞれ la 下の機器を接続ずる 
よラに設定されていまず。 

-デジタル 1( 同軸）： DVD プレーヤー 

-デジタル 2( 光）： DBS* 旧 S デジタルチューナーまたはデジタ 
ル CS チューナー) 

他の機器を接続したときは、設定を変更してください。（「デジタル 
^ 入力端子に接続した機器名を設定する」画ページ） 

励 


-音声入力方式を選ぶ 

再生する前に、音青入力ち式を選んでください。（「アナ□グまたはデ 
ジタル入力を選ぶ」回ページ） 


ダイレク ブ□-ドモャステインブ サテライト 

D 巨 S とは ： Direct Broadcasting Satellite の略字で巨 S/CS 
チューナーなどの直接衛星放送を指します。 























ビデオデッキを接続ずる 



BS デジタルチューナーやデジタル CS チューナーを接続ずる 


デジタル2入力端 
子に接続ずると 
をは、保護プラグ 
をはずしてぐだ 
をい。 





チユ ーナー の、^ ^'チユーナー の 
映像出力より t 1: S 映像出力より 


チュー - のアナ □ グ I |_ L 言声 

音声出力より こ =^ こ == '■ 

日 S デジタルチューナーやデジタル CS チューナー 

く お知 5 せ> 

-お手持ちの BS デジタルチューナーやデジタル CS チューナーにデジ - 音声入す 

タル音青出力端子びあるときは、本機のデジタル入力端テ(デジタル 再生すミ 

] または 2) と接続してください。 MPEG-2 AAC サラウンド（國ぺー ジタル；^ 

ジ)をお楽しみいただけます。 

お買い上げ時、デジタル入力端子はそれぞれ 1 U 下の機器を接続ずる 
よラに設定されていまず。 

-デジタル 1(同軸）： DVD プレーヤー 

-デジタル2(光）：□巨 S ( BS デジタルチューナーまたはデジタ 
ル CS チューナー） 

他の機器を接続したときは、設定を変更してください。（「デジタル 
入力端子に接続した機器名を設定する」画ページ） 


チューナーのデジタル 
音声出力より 


:信号の流れ 


音声入力ち式を選ぶ 

再生する前に、音青入力ち式を選んでください。 （ 「アナ□グまたはデ 
ジタル入力を選ぶ」画ページ） 


A V 機器を接続する 


⑩ 



















AV 機器を接続する(つづき) 



出力より（フ□ント音声出力端モ DVD プレーヤー 

または音声ミックス出力端テ） 


く お知5せ> 

-お手持ちの DV □プレーヤーにデジタル音青出力端子びあるとき -音声入力ち式を選ぶ _ 

は、本機のデジタル入力端子(デジタル1または 2) と接続してくだ 再生する前に、音青入力ち式を選んでください。（「アナ□グまたはデ 

さい。ドルビーデジタルや DTS サラウンド（國ぺージ)をお楽しみ ジタル入力を選ぶ」圆ぺージ） 

し、ただけます。 

お買い上げ時、デジタル入力端テはそれぞれ W 下の機器を接続ずる 
よラに設定されていまず。 

-デジタル 1( 同軸）： DVD プレーヤー 

-デジタル 2( 光）： DBS 旧 S デジタルチューナーまたはデジタ 
ル CS チューナー） 

他の機器を接続したときは、設定を変更してください。（「デジタル 
入力端子に接続した機器名を設定する」回ページ） 

















電源コードを接続ずる 


リモコンに乾電池を入れる 


接続びすべて終わったら、電源プラグを家庭用コンセントに接 付属の単3形乾電池を U モコンに入れます。 
続してください。 

電源コードを接続すると、 STAND 目 Y ランプが赤く点灯しま 1. 裏ぶたをはずず 

す。 


家庭用 コンセント 
AC 100 V 、 已 0 HZ /60 HZ 




く お知 5 せ> 

記憶させた放送局や操作の設定、サラウンド効果などの設定は、次のよ 
うな場合に消去されることがあります。このようなときは、もう一度設 
定し直して < ださし、。 

-電源コードをコンセントか5抜いたとさ 
-停電び起こったとき 


電源コードはテレビやビデオデッキ、アンテナ線などか5離してく 
ださい。雑音び発生したり、映像び乱れたりすることがあ0ます。 
電源プラグをコンセントから抜くときは、電源コードではなく、ぶ、 
ずプラグを持って抜いてください。 

濡れた手で電源プラグに触5ないで < ださし、。 


2. 乾電池を2本入れる 

単 3 お乾電池\ 

(付属の電池は動 
作確認用です。早 
めに新しい電池 
と交換してくだ 
さい） 


3. 襄ぶたをしめる 



リモコン巧部の極性 
表示に合わせて正し 
く入れてくだをい。 



U モコンを使って操作するときは、 U モコンを本体のリモコン 
受光部に向けて < ださい。 

操作範囲が狭 < なってをたり、本体に近づけないと操作でをな 
くなってをたとさは、乾電池を交換してください。 

交換の際は、2本とも同じ種類の新しい乾電池(アルカリ電池 
など）と交換してください。 


長い間使用しないとさは、乾電池を取り出しておいてください。 
乾電池のプラス (©) とマイナス (©) の向さは、機器の表示通0正し 
<入れて < ださし、。 


—ドを接続する 


A V 機おを接続する/電源 n I ドを接続する 





基本の操作 


この取扱説明書では、まに本体前面のポタンを使った操作を説明していまず。 

本体のボタンと同じ（または帖ている）る前のリモコンのボタンでち同様に操作でをまず。 

リモコンに限りできる操作、本体のボタンに限りでをる操作もありまずので、各操作の説明をご覧くだをい。 

-リモコンに限りできる操作について、詳しくは r リモコン操作 J をご覧くだをい。（國ぺージ） 



選ばれているソース(音源） 


音量ま「0」〜「7日」の範囲で調節できます。 

ボタンを押すごとに、「0」〜 ri 4」では2段階ずつ、「14」- 
では1段階ずつ音量び変わります。 


P ソース機器選択ボタンを巧してソース宿 
源)を選ぶ 


次のよラな操作をする前には、必ず音量(ボ U ユーム）を最ルにし 
てください。音量を上げたまま操作すると、突然大さな音び出て聴 
力障害などの原因となったり、スピーカーを破損したりすること 
びあります。 

-再生する機器やラジオの放送局を選ぶとさ 
. 本機や接続した機器の電源を「入/切」するとを 


VTR 

TV 

AUX 

FM/AM 


DVD プレーヤーを選ぶ 
目 S デジタルチューナーまたは 
デジタル CS チューナーを選ぶ 
ビデオデッキを選ぶ 
テレビを選ぶ 
オーディオ機器を選ぶ 
FM 放送または AM 放送を屬 3'; 


本体後面のデジタル音声入力端テに、デジタル機器をつないで 
いるときは、あ5かじめデジタル入力端子に接続した機器名の 
設定と、デジタルまたはアナ□グ入力の選択を行ってください。 
詳しくは、「基本の設定」（呵ページ)をご覧ください。 


電源を切るには（スタンバイモード） 

な/1ボタンまたはリモコンのオーディオ 
電源ボタンを巧ず。 

STAND 目 Y ランプび点灯します。 


、山, 

STANDBY 

勺け' 

r 0/1 I 


スタンバイモードのときでもわずかな電力に w ) を消費して 
いまず。 

長期間使用しないとさは、電源コードを巧いておいてくださ 


迈) 

































入力信号表示とスピーカー表示 




一時的に音声を消すには (U モコン） 

U モコンの消音ボタンを巧ず。 

接続されているすべてのスピーカーから音声び出なくなりま 
す。 

f 消音 


表示窓に 「 MUTIN 引と表示され、音量表示び消えます。 

音声を出ずには 

もラー度消音ボタンを押す。 

表示窓に 「MUTING OFF 」 と表示され、再び音声び聞こえるよ 
ラになります。 

MASTER VOLUME へ/ V ボタンまたはリモコンのアンプ 
主音量+/—ボタンを押してを 「 MUTIN 引び解除できます。 


設定の記憶について 


本機は次の操作を行ったとさに、ソース(音源)ごとの現在の設 
定を記憶します。次に再び同じソース(音源)を選んだとさは、 
記憶された設定に切り換わります。 

-電源を切ったとを 

-ソース(音源)を切り換えたとき 

-アナ□グ/デジタル入力を切り換えたとき（画ページ） 


ソース(音源）ごとの設定で記憶される内容は次の通りで 
す。 

-音声入力(アナ□グ/デジタル)の設定（画ページ） 

-アナ□グ入力信号のレベルの設定（國ページ） 

-フ□ントスピーカーのバランスの設定（國ページ） 

— バスブースト(低音強調)の設定（國ページ） 

— 音質(バス/トレブル)の設定（國ぺージ） 

—サブウー八一の出カレベルの設定（國ページ） 

-サラウンドの設定（画、國ページ） 

—ビクター•シアターサラウンドの設定（國、國ページ） 
— DAP の設定（國、國ぺージ） 

- FM 放送または AM 放送を選んでいるときは、 FM と AM 
別々に設定でをます。 


入力信号表示とスピーカー表示 


L C 

R 



ra 

1 i 


LFE 


SUBWFR 



己 8 匹 INPlfT ATT 

1 


LS S 

RS 


LS 

FT 一 


入力信号表示 スピーカー表示 


入力信号表示 

L :左フ□ントスピーカー音声信号び入力されているときに点灯 
(デジタル入力選択時） 

常に点灯(アナ□グ入力選択時） 

R :ちフ□ントスピーカー音声信号び入力されているときに点灯 
(デジタル入力選択時） 

南に点灯(アナ□グ入力選択時） 

C :センタースピーカー音声信号び入力されているとさに点灯 
LS :左リアスピーカー音青信号び入力されているときに点灯 
RS :ちリアスピーカー音青信号び入力されているときに点'な 
S :リアスピーカー巧のモノラル音声信号げ入力されているときに 
点灯 

LFE 丄 FE 音声信号び入力されているときに点灯 

スピーカー 表示 

-サブウー八一の設定を 「YES」 にしているときは（画ぺージ)、 

SU 巨 WFR 表示び点灯します。 

-サブウー八一政外のスピーカーは、選択中のサラウンドや DAP に有 
効なスピーカー表示のみび点灯します。 



録画•録音について 


VTR 端テに接続したビデオデツキに、映像 • 音声を録画 • 録音 
することびでさます。 

録音のみをするときには VTR 出力(録音)端テに MD レコー 
ダーや巳 D レコーダーなどを接続してください。 

また、録画'録音中に音質調節(サラウンドや DAP の効果を含 
みます)や音量調節をしてを、録画'録音中の音声は変わりませ 
ん。 


I 基本の操作 


励 












基本の設定 


CONTROL デジタル音声入力 音声入力 


▲/▼/►/◄ ボタン 表示ランプ 表示ランプ 表示窓 



I I I 

SETTING ソース機器選択ボタン INPUT 

ボタン （ DVD、D 日 S 、 TV) ANALOG/DIGITAL 


ポタン 


デジタル入力端子に接続した機器名を設定する 

( 本巧） 

デジタル入力端テ(デジタル1または 2) に接続した機器名を 
設定します。 

正し < 設定しないと、デジタル音声を聞くことがでさません 
のでご注意 < ださい。 


くお知 5 せ > 

お買い上げ脉デジタル入力端テに接続する機器は UTF のように設定 
されています。 

-デジタル1(同軸)端テ： DVD プレーヤー 

-デジタル2(光)端テ： DBS 旧 S デジタルチューナーまたはデジタ 
ル CS チューナー) 

アナ□グまたはデジタル入力を選ぶ 


途中で設定操作げできなくなったときは、手順 1 か5やり直してくだ 
さし、。 


1 SETTING ボタンを押す 

SETTING CONTR 日 L ボタンび働くよラになります。 

み 


2 CONTROL ▲ (または ▼) ボタンをくり返 
し}甲して rOGT 1 DVD 2 DBS 」* を表示させる 



*「1 DVD 2□日 S 」 はお買い上げ時の設定でず。 
既に、設定を変更されているときは、その組み合 
わせび表示されまず。 


3 CONTROL ► (または ◄) ボタンをくり返 
し巧してデジタル入力端子に接続した機器 
の組み合わせを選ぶ 


巧すごとに、次のよラに表示び変わります。 


© 

LN'::; i i i'j 

i i ■■■■: ミ ：： 

■ ■■■■ ■■■■■ I ■■■ VOL ，•• "J 


V 


IDGT 

1 DVD 2 DBS W DGT 

1 DVD 2 TV 1 令 

IDGT 

1 DBS 2 DVDWDGT 

1 DBS 2 TV 1 令 

IDGT 

1 TV 2DVDWDGT 

1 TV 2 DBS I 令 

齡めに戻りまず） 


V_ J 


デジタル機器をデジタル入力端テに接続したとき（画〜回 
ぺージ)は、 デジタ )レ機器の音声を聞くためにデジタル音声入 
力を選びます。お買い上げ時には、アナ□グ音声び聞けるよラ 
に設定されています。 


1ソース機器選択ボタン ( DVD 、 DBS 、 TV ) を 
押してソース植源)を選ぶ 


み 


P INPUT ANALOG / D に ITAL (またはリモ 
コンのアナ□グ/デジタル)ボタンを巧す 


巧すごとに、次のように表示び変わりまず。 



尼 ) GTL AUTO h^lANALOG 


DGTL AUTOCDIGITAL AUTO ) 

デジタル音声入力を還びます(□に ITAL AUTO 
ランプびオレンジ色に点なします)。 

入力されたデジタル音声信号の種類び自動的に識 
_別されます。_ 

ANALOG 

アナ□グ音声入力を還びます ( ANALOG ランプび 
オレンジ色に点打しまず)。 

お買い上げ時は 「 ANALOG 」 に設をされています。 



逊 















































デジタルオート（□に JAL AUTO ) で正しく信号び判別でき 
ないときや、しソ下の症状び起きるときは次の手順でデジタル音 
声入力固定モードを遅びます。 


-再生を始めてら最初の数秒間音芦び聞こえない 
-サーチや頭出しをずるとノイズが聞こえる 

1ソース機器選択ボタン ( DVD 、 DBS 、 TV ) を 
巧してソース(音源)を選ぶ 


DBS I I VTR TV 


み 


P INPUT ANALOG / D に ITAL ボタン（また 
はリモコンのアナ □ グ/デジタルボタン）を 
押して 「DGTL AUTO 」 を表示させる 


INPUT 

ANALOG/D に FL 


SUBWFR LFE 




i ■■■ 

:…： 


3 CONTROL ► (または ◄) ボタンをくり返 
し}甲して rOGTL DTSj.rOGTL D . D 」 また 
は rOGTL AAC 」 を選ぶ 

(本体操作のみ） 


巧すごとに、》:のように表示び変わります。 

COm'ROL 


© へ© 


「 AUTO 」 は rOGTL AUTOJ 還巧時にの 
み、点打しまず。 


し C R 
SUBWFR LFE 

0 

LS 的 




:: ■■■ 


IDGTL AUTO h^-^l DGTL DTS | 


I DGTL A AC DGTL D . D 」 


DGTL DTS 

: DTS 音声を再生するときに選びます 
(□TS 固定モード)。 

DGTL D . D . 

:ドルビーデジタル音声を再生するとを 
に還びます （ ドルビーデジタル固定 
モード)。 

DGTL AAC 

: MPEG -2 AAC 音声を再生するときに 
選びます (AAC 固定モード)。 

DGTL AUTO :上記の固定モードを解除するとをに選 


びます(デジタルオート）。 




電源を「入/刚したり、他のソース盾源)に切り換えたときは、固 
定モードは自動的に解除され、デジタル入力はデジタルオート 
(DIGITAL AUTO ) に戻0ます。 


く お巧5せ> 

-目 S デジタルチューナーのデジタル音声信号び、 U ニア PCM か5 
MPEG -2 AAC に切り換わったときに、ノイズび発生することがあ 
0ます。 BS デジタルチューナーの設定を切り換えるとさは、本機の 
音量(ボ U ューム)を最ルにしてください。 

-目 S デジタルチューナーのデジタル音声信号の設定については、目 S 
デジタルチューナーの取扱説明書をご賣ください。 


デジタル音声入力表示ランプについて 


デジタル音声入力表示ランプは、デジタル入力選択時に、異なつ 
た色に点灯•点滅したりして、次のことをお知らせします。 


MPEe-2AAC_ 


DTS 


DOLBY DIGITAL 


LINEAR PCM 


MPEG -2 AAC ランプ： 

目 S デジタル放送などの MPEG -2 AAC 音青信号を識別すると点灯。 

ホを点な：サラウンドび「日 N 」 のときに、マルチチャンネル信号 
に ch 信号政外)を識別したとき 

緑色点な：サラウンドび「日 FF 」 のとき、または 2 ch 信号を識別し 
たとさ 

緑色点滅： AAC 固定モード選択中に、 MPEG -2 AAC 信号び識別 
されなかったとさ 

DTS ランプ： 

DTS で録音された音声信号を識別すると点巧。 

ホを点灯：サラウンドび「日 N 」 のときに、マルチチャンネル信号 
に ch 信号政外)を識別したとき 

緑色点灯：サラウンドび「日 FF 」 のとき、または 2 ch 信号を識別し 
たとを 

緑色点滅： DTS 固定モード選択中に、 DTS 信号び識別されな 
かったとさ 

DOLBY DIGITAL ランプ： 

ドルビーデジタルで録音された音青信号を識別すると点灯。 

ホを点灯：サラウンドび「日 N 」 のときに、マルチチャンネル信号 
に ch 信号 L がりを識別したとき 

緑色点巧：サラウンドび「日 FF 」 のとき、または 2 ch 信号を識別し 
たとを 

緑色点滅：ドルビーデジタル固定モード選択中に、ドルビーデジ 
タル信号げ識別されなかったとを 

LINEAR PCM ランプ： 

U ニア PCIVKCD などの音声)で録音された音声信号び入力されて 

いるとさ緑色に点灯。 


基本の設定 


⑩ 

































基本の設定(つづを) 


CONTROL 

▲/▼/►/◄ ボタン 表示窓 



SETTING ボタン 


サブウー八一を設定する （本巧 ) 


スピーカーサイズを設定する （本が ) 


接続したサブウー八一を使用するかどラかを設ちします。 

途中で設定操作びできなくなったときは、手順1か！5や D 直してくだ 
さし、。 


1 SETTING ボタンを押す 

SETTING CONTROL ボタンび働くよ引こなります。 


2 CONTROL ▲ (または ▼) ボタンをくり返 
し巧して rSUBWFR 」* を表示させる 


:■■■■； 1 ；"■； : : ；■■■: : !■ i :； 

■■■, : : :■■■■:,: :…: . : ■:: : 

み ..— 

■•■お買い上げ時は 「 NO 」 に設定されています。 
既に設定を変更しているときは、 「 YE 引と表示 
されます。 


3 CONTROL ► (または ◄) ボタンを巧して 
「 YES 」 を選ぶ 

巧すごとに、次のよラに表示び変わります。 






ISUBWFR 

NOI ◄- 

♦旧 UBWFR : YESI 


YES :サブウー八一を使用するとさに還びます。 
表示窓の SUBWFR 表示び点なします。 

サブウー八一の出カレベルを調節でさるよラ 
_になります（四ぺージ)。_ 

N 0 :サブウー八一をつないでいないとを、または 
サブウー y V —を使用しないとをに選びます。 




ノ 


DSP (デジタルシグナルプ□セツサー)(國ぺージ)をより効 
果的にお楽しみいただくために、すべてのスピーカーの接続 
びおわってからなの設定を行います。 

-スピーカーサイズ ： 「FR SP」、「CTR SPJJREAR SPJ 

-ディレイタイム(音場の調節 ）： rCTR DU、「REAR DU 
-ク□スオーバー周波数 ： rCROS 引 

•ダイナ5ツクレンジ ： 「 D . R . C 」 

-ほ音域のレベル ： 「 LFE 」 

途中で設定操作びできなくなったときは、手順1か！5やり直してくだ 
さい。また、スピーカーを変えたとさは、巧たに設定し直してください。 

11 SETTING ボタンを}甲す 1 


SETTING CONTROL ボタンび働くよラにな0ます。 

み 


2 CONTROL ▲ (または ▼) ボタンをくり返 
し押して設定するスピーカーを表示させる 

巧ずごとに、》;のように表示び変わりまず。 


CONTROL 




[FR 


SP : L RG I ♦■►に TR SP : SML I 


:…啡 ear SP : SML 卜 


FR SP (フ□ントスピーカー） 

:フ□ントスピーカーのサイズを設定するとさに選 
びまず。 [お買い上げ時: LRG] 


CTR SP (センタースピーカー） 

:センタースピーカーのサイズを設定するとさに選 
びます。 [お買い上げ時; SML] 


REAR SP (リアスピーカー） 

: U アスピーカーのサイズを設定するとさに選びま 
す。 [お買い上げ時; SML] 



_/ 

回ぺージへ続< 


迈) 











































スピーカーの配置に合わせて音場を調節する 

(本体） 


3 CONTROL ► (または ◄) ボタンをくり返 
し巧してサイズを選ぶ 

巧すごとに、》:のように表示び変わります。 



[rear SP : SMLh"*HREAR SP: N01 


WREAR S P : LRG~h -^ 

例） U アスピーカーの サイズ 

LRG (大）：大きめのスピーカーを接続したときに選び 
_ます。下記のごミ主意もご覧ください。_ 

SML (か）：ルさめのスピーカーを接続したとさに選び 
_ます。下記のごミ主意もご覧ください。_ 

N 0 (なし）：スピーカーを接続していないとさに遅びま 
ず（フロントスピーカーでは選べません）。 


4 手順2と3をくり返して、他のスピーカーの 
サイズを設定する 

V_/ 


ドルビーデジタル、 DTS サラウンドや、 MPEG -2 AAC サラウンド 
で効果的な音場を構成するには、 U スニングポジションか6各ス 
ピーカーまでの距離が同じであることが理想的です。 

本機では実際のスピーカー配置に合わせて、音場を調節すること 
がでさます。 

例えば、下の図のよラなスピーカー配置のとさは U アスピーカー 
とセンタースピーカーにディレイタイム(遅延時間)を設定し、音 
場を調節します。 

ディレイタイムは、音が 30 cm を伝わる時間 （1 ms ) を基準にして 
調節します ( U スニングポジションからの距離がフ□ントスピー 
カーと同じときは 0 ms とします)。 


例） 下図のようにスピーカーを置いたとさは、センタースピーカー 
を rims 」 に、 U アスピーカーをに ms 」 に設定すると、それぞ 
れ U スニングポジションか 53 m の位置に配置したよラに音 
場を調節でさます。 



30 cm ぶん音び遅れるの 
で、この場所にセンタース 
ピーカーを置いたかのよラ 
な効果にな0ます。 


/日日 cm ぶん音び遅れるの 
で、この場所に U アスピー 
力一を置いたかのよ ラ な効 
果になります。 


- 

• スピーカーサイズの設定の目安 
お使いのスピーカーに内蔵されているスピーカーユニットの口 
径びに cml ^ LL なら 「 LR 白」を選び、1扣なら 「 SMU を選 
んで < ださい。 

• サブウー八一の設定を 「 N 日」に設定しているときは、フ□ントス 
ピーカーのサイズは 「 LRG 」 しか選べません。 

• フ□ントスピーカーのサイズを rsMu に設定したときは、リア 
スピーカーやセンタースピーカーを 「 LRG 」 に設定することはで 
さません。 


途中で設定操作びできなくなったときは、手順 1 か5やり直してくだ 
さし、。 


1 SETTING ボタンを巧ず 


CONTROL ボタンび働くよラにな0ます。 


2 CONTROL ▲ (または ▼) ボタンを巧ず 

押すごとに、次のよラに表示び変わります。 


COMTROL 



[CTR DL OmSH"^[REAR DL 5mS] 




CTR DL : センタースピーカーの ディレイタイム 
を設定するときに選びます。 「 Oms 」 〜 

「己 ms 」 の範囲で設定でをます。 
_[お買い上げ時。 ms ] 

REAR DL :リアスピーカーのディレイタイムを設定 
するときに選びます。 「0 ms 」 〜 ri 已 ms 」 
の範囲で設定でさます。 

[お買い上げ時日 ms ] 






























昼本の設定(つづを) 


CONTROL 

▲/▼/►/◄ ボタン 表。'畜 


益 Victor 





■ 


1 

国 







SETTING ボタン 


3 CONTROL ► (または ◄) ボタンを巧して 
ディレイタイムを選ぶ 

巧すごとに、次のように表示び変わります。 


1 SETTING ボタンを巧す I 


SETTING CONTRO し卡タンび働くよ引こな D ます。 

み 



[CTR DL OmS ] ♦■■■♦に TR DL 5 mSI 


例）センタースピーカーのデイレイタイム 


4 手順2と3をくり返して、他のスピーカーの 

ディレイタイムを設定する 
_ y 


ク□スオーバー周波数を設定する は体） 

ル型スピーカーでは低音を効果的に再生でさないことびあり 
まず。本機では、フロントスピーカー、センタースピーカー 、 U 
アスピーカーのいずれかにル型のスピーカーび使われている 
ときに、その低音要素を他の大型スピーカーへ自動的に振り分 
けます。 

この機能を正しく動作させるために、ゾ」\型スピーカーのサイズ 
に応じて、ク□スオーノ（一周波数を設定します。 

-「スピーカーサイズを設定する」（回ぺージ)ですベてのスピーカー 
を 「 LRG 」 に設定していると定は、 この機能は働さません。 


2 CONTROL ▲ (または ▼) ボタンをくり返 
し巧して！ " CROSS 」* を表示させる 


CONTROL 

@ 



* お買い上げ時は ri 00 Hz 」 に設定されています。 

既に設定を変更しているときは、他の周波数び表おさ 
れます。 


3 CONTROL ► (または ◄) ボタンを巧して 
ク□スオーパー周波数を選ぶ 

押すごとに、次のように表示び変わります。 



途中で設定操作びできなくなったときは、手順 1 か5やり直してくだ 
さし、。 


設定の目を 


QOHz : 

スピーカーユニットの口径が 12 cm 程度の 
とさに選びます。 

100 Hz : 

スピーカーユこットの口径が1日 cm 程度の 
とさに選びます。 

120 Hz : 

スピーカーユこッ トの口径び 8 cm 程度のと 
さに選びます。 


翅 





























































ダイナ s ツクレンジ(最大音声と最/」\音声の差)を圧縮（コンプ 
レツシ ヨン) することびでをます。夜間にサラウンドをお楽し 
みいただくとをに使います。 

-この機能はドルビーデジタルの音青を再生しているとさに限り働さ 
ます。また、再生するソース宿源)によって、効果の大きさは異なり 
ます。 


途中で設定操作びでさなくなったときは、手順 1 か5やり直してくだ 
さし、。 


MAX :タイナミックレンジの圧縮を最大にしたいと 
きに選びます(夜間など周囲の方に迷惑をかけ 
たくないとさに選びます)。 


MID :タイナミックレンジをかし圧縮したいときに 
選びます。 


OFF :タイナミックレンジはそのままで、サラウンド 
を楽しみたいとさに選びます。 


* お買い上げ時は 「 MID 」 に設定されています。 

既に設定を変更しているとさは、他の設定び表示されます。 

3 CONTROL ►(または ◄) ボタンを巧してダ 
イナミツクレンジの設定を選ぶ 

押すごとに、次のように表示び変わります。 


© へ© 


Id . R . C . M I D I 


に ）. R . C . M A X 」 


D . R . C . : OF F 



低音域のレベルを設定ずる陆体） 

ドルビーデジタル、 DTS サラウンドや MPEG -2 AAC ヴラウ 
ンドの音声を再生中に、低音がひずむとを設定します。 

-この機能は「サブウー八一を設定する」（匹]ページ)で 「 YES 」 を選ん 
でいて、 LEF 音声信号げ入力されたとさに限り働さます。 

途中で設定操作びできなくなったときは、手順 1 か5や0直してくだ 
さし、。 


1 SETTING ボタンを巧ず 

SETTING C 日 NTR 日 L ボタンび働くよラになります。 

み 


2 CONTROL ▲ (または ▼) ボタンをくり返 
し押して 「 LFE 」* を表示させる 

COMTROL 

@ 



* お買い上げ時は「日服」に設定されています。 

既に設定を変更しているときは、 r 一 1日 d 巨」び表示されます。 

3 CONTROL ► (または ◄) ボタンを押して 
低音域の設定値を選ぶ 

押すごとに、次のように表示び変わります。 

COm'ROL 



〇服 

:通常はこれを選びます。 

-lOdB 

:巧音域びひずむとさに選びます。 




ダイナ=ックレンジを設定する味体) 



















































昼本の設定(つづを) 



SETTING ポタン 


オートサラウンドを設定する（本航 

マルチチャンネルのデジタル音声信号を識別すると、自動的に 
サラウンドが r 日 N 」 になります。 

途中で設定操作びできなくなったと到ま、手順1か5やり直してくだ 
さし、。 


SETTING ボタンを押す 


CONTROL ボタンび働くよ引こなります。 


P CONTROL ▲ (または ▼) ポタンをくり返 
し}甲して 「AUTO SR 」* を表示させる 


■•■お買い上げ時は 「 OFF 」 に設定されています。 

巧に設定を変更しているとさは、 roN 」 と表示されます。 

3 CONTROL ► (または ◄) ボタンを巧して 
roN 」 を選ぶ 


，ごま意. 


次のときは、オートサラウンドは働きません。 

ー アナ□グ音声入力び選ばれているとさ 
一 U ニア PCM で録音されたソフトを再生中のとき 
ーデジタル音声固定入力 （ ドルビーデジタル、 DTS サラウンド、 
MPEG -2 AAC ) び選ばれているとき（回ページ） 

I 才ートサラウンドび「日 N 」 になっているときは、他の DSP び選ば 
れていてち、マルチチャンネルのデジタル音声信号を識別すると 
選択中の DSP は一時的に解除されます。 

マルチチャンネルのデジタル音青信号び識別されなくなると、元 
の DSP に戻0ます。 

I オートサラウンドび「日 N 」 になっているとさに 、 SURROUND 
日 N / 日 FF ボタンや DSP M 日 DE ボタン（または U モコンのサラ 
ウンドオン/オフボタンや DSP モードポタン)を押すと、一時的 
にオートサラウンドは解除 （ r 日 FF 」） されます。 

また、次のときは、オートサラウンドは r 日 N 」 に戻ります。 

一電源を「入/切」する 

一他のソース(音源)を選ぶ 

-オートサラウンドをもう一度「日 N 」 にする 


押すごとに、次のように表示び変わります。 


オートヴラウンドを解除するには 

手順3で、 rOFF 」 を選びます。 


AUTO _SR : _ ON 


AUTO _SR : OFF - 


ON :オートサラウンドを使ラとさに選びます。 

-マルチチャンネル音声を識別すると、自動的に 
最適なサラウンド設定に切り換わります。 

-ドルビーデジタル、 DTS サラウンド、 MPEG -2 
AAC の 2 ch 信号の場合は、 「 STERE 日」再生に切 
り換わりまず。 


OFF :オートサラウンドを使わないとさに選びます。 




















































音量•音質の調節 


音声の調節はリモコンででをるちのちありまず。 
詳しくは、 ru モコン操作 J をご覧ください。（國ベージ) 


CONTROL 

▲/▼/►/ ◄ボタン 表示窓 INPUT ATT ボタン 



AD JUST ポタン 


アナログ音声信号の入カレベルび高すざるとをは、音声びひず 
んで聞こえることびあります。このよラなとさは、アナ□グ信 
号の入カレベルを下げることびでさます。 

-ソース(音源）ごとに設定でさます。（アナ□グ音亩入力選択時のみ） 


* ATT とは： A け enuator の略字で減衰器のことです。 


左ちのフロントスピーカーび U スニングポイントから同じ距 
離に置けないとさは、左ちのフ□ントスピーカーの音量バラン 
スを調節します。 

-ソース(音源）ごとに設定でさます。 

途中で調節操作びできなくなったときは、手順1か!5やり直してくだ 
さし、。 



メイン音量の調節は匹]ぺージをご覧ください。 


アナ□ク信号の入カレベルを調節する（本が) 


フ □ントス ピーカーの パランスを 
調節する（本化） 


INPUT ATT (INPUT ANALOG / 
DIGITAL ) ボタンを 2 秒] U 上押し続けて 
「ATT ON 」 を表示させる 


ボタンを2秒巧すごとに、次のよ5に表示び変わります。 


か 


一、 Vp : 


いいい✓ミ, 
INPUT A 口—： 
.い…、、 


I ATT ON 


normal I 


ON :音がひずむとさに選びます。 

「日 N 」 が選ばれているとをは、 INPUT 
_ ATT 表示が表示窓に点灯します。_ 

NORMAL :通常はこの設定にしておをます。 


ADJUST ボタンを巧す 

C 日 NTR 日 L ボタンび働くよラにな0ます。 


み 


P CONTROL ▲ (または ▼) ボタンをくり返 
し押して 「BAL CENTER 」* を表示させる 


@ 


■•■お買い上げ時は r CENTER 」 に設定されています。 

既に設定を変更しているとさは、他の数値び表示されまず。 


3 CONTROL ► (または ◄) ボタンをくり返 
し押して調節する 


0 


；"*>r BAL CENTER 


IB A L R 




由 A L 


- 21 


CONTROL ► ボタンを巧すと左スピーカーの出力び下び 
0ます。 

CONTROL ◄ ボタンを巧すとちスピーカーの出力び下び 
0ます。 

「R -21」〜 「 CENTER」 〜 CL —21」の範囲で調節でさ 
ます。 


基本の設定/音量•音質の調節 










































音量•音質の調節(つづを) 


CONTROL 

▲/▼/►/◄ ボタン 表示窓 




ADJUST ボタン 


バスブースト(低音強調)を設定する 


フ□ントスピーカーの低音を強調することがでさます。 
-ソース(音源）ごとに設定でをます。 


途中で設定操作げできなくなったと到ま、手順1か5やり直してくだ 
さし、。 


/ \ 

1 ADJUST ボタンを巧す 

ADJUST C 日 NTR 日 L ボタンび働くようになります。 

み 


2 CONTROL ▲ (または ▼) ボタンをくり返 
し押して re. BOOST OFF」* を表示させる 


CONTROL 



* お買い上げ時は「日 FF 」 に設定されています。 

既に設定を変更しているとをは、「日 N 」 と表示されます。 


3 CONTROL ► (または ◄) ボタンを巧して 
「B.BOOST ON」 を表示させる 

押すごとに、次のよラに表示び変わります。 

COm'ROL 



ON _：低音を強めたいとさに違びます。_ 

OFF : a 常はこの設定にしておをます。 ' 

V_/ 


- 

• バスブーストはフ□ントスピーカーに限り働きます。 


リモコンで設定するには 

バスブーストボタンを巧ず。 

押すごとに、 「 ON 」 または 「 OFF 」 び選べます。 


似プースト 



逗) 









































音質を調節する 

フ□ントスピーカーの高音と低音をお好みに含わせて調節し 
ます。 

-ソース(音源）ごとに設定できます。 

途中で調節操作びできなくなったときは、手順1か5やり直してくだ 
さい。 

1 ADJUST ボタンを巧す 

ADJUST C 日 NTR 日 L ボタンび働くようになります。 


を 


P CONTROL ▲ (または ▼) ボタンを巧して 
「 BASS 」* または 「 TREBLE 」* を表示させる 



バス 

BASS 


:低音を調節するとをに選びます。 


TREBLE _：高音を調節するとをに選びます。_ 

* お買い上げ時は「0」に設定されています。 

既に設定を変更しているとさは、他の数値び表示されます。 


3 CONTROL ► (または ◄) ボタンを巧して 
音質を調節ずる 


© 




IBASS 


1 0] 夺"吨 ASS 


丑 


例)ほ音の調節のとを 

CONTROL ► ボタンを押すごとに「2」ずつ低音または高 
音び上び0ます。 

CONTROL ◄ ボタンを押すごとに「2」ずつ低音または高 
音び下び0ます。 

r - 1 日」〜 ro 」 〜 r + ] 日」の範囲で調節できます。 


リモコンで調節ずるには 

バス+/—ボタンまたはトレブル+/—ボタンをくり返し巧ず。 


サブウー八一の出カレベルを調節する 

サブウー八一を使っているとさは、サブウー八一の出カレベル 
を調節します。 

-この機能は「サブウー八一を設定する」（回ページ)で r 丫 ES 」 を選ん 
でいるとさに限り働さます。 

-ソース(音源）ごとに設定でさます。 

途中で調節操作びできなくなったときは、手順1か5やり直してくだ 
さい。 

ADJUST ボタンを巧す 

C 日 NTR 日 L ボタンび働くよラにな0ます。 


み 


P CONTROL ▲ (または ▼) ボタンをくり返 
し巧して！ " SUBWFR 」* を表示させる 






* お買い上げ時は「0」に設定されています。 

既に設定を変更しているとさは、他の数値び表示されます。 


3 CONTROL ► (または ◄) ボタンを巧して 
出カレベルを調節ずる 


© 


ISUBWFR - 1 0| ^ w » 4 ^UBWFR +101 

- CONTROL ► ボタンを巧すと出カレベルび上び0ます。 

CONTROL ◄ ポタンを巧すと出カレベルび下び0ます。 
-「-1日」〜「0」〜「十1日」の範囲で調節できます。 


リモコンで調節ずるには 

1. サウンドボタンを巧ず。 

2. サブウー八一 +/— ボタンをくり返し巧ず。 



豈み S み 

ほ音を調節ずるとさ 高音を調節ずるとを 


I 音量•音質の調節 


国) 









































ラジオを聞 < 


ラジオの操作は U モコンでできるちのもありまず。 
詳しくは 、 r U モコン操作」をご覧ください。（國ベージ) 


CONTROL 

▲ /▼/►/ ィボタン 表示窓 



MEMORY ボタン FM / AM ボタン 


放送局を選ぶ 


1 FM / AM ボタンを押して 「 FM 」 または 「 AM 」 
を選ぶ 

巧すごとに 「 FM 」 または 「 AM 」 に切り換わります。 



2 CONTROL ▲ (または ▼) ボタンをくり返 
し押して 「 TUNING 」 を表示させる 


COm'ROL 



3 CONTROL ► (または ◄) ボタンを巧し続 
けて（またはくり返し巧して）聞きたい放送 
局を選ぶ 


CONTROL 



• CONTROL ►-ボタンを押すと周波数が上がります。 

• CONTROL M ボタンを押すと周波数が下びります。 

- CONTROL ►-またはィボタンを巧し続け、周波数び変わり始めた 
ら指を離して < ださい。放送局を受信すると、選局が止まり、表示窓の 
TUNED 表示が点灯します (才ート選局)。 

- CONTROL ►-またはィボタンを「ポン•ポン」と巧すと、 FM 放送は 
日.1 MHz ずつ、 AM 放送は目 kHz ずつ変わります (マニュアル 選局)。 

• FM ステレオ放送を受信すると ST (ステレオ)表示が点に[します。 


く お知5せ> 

テレビの！〜3チヤンネルは、周波数が合わないため、うまく受信できませ 
ん。これはテレビの音声が巳 OkHz 間隔のためで、故障ではありません。 


リモコンで操作ずるには 


2 . 


FM / AM ボタンを巧ず。 

巧すごとに 「 FM 」 または 「 AM 」 に切り換わります。 

チューニングアップ（または 



チューニングダウン)ボタンを巧し 
続けて（またはくり返し巧して)聞 


チユーニングタウン 
-ミ] 



きたい放送局を選ぶ。 

-チューニングアップボタンを押すと周波数び上びりま 


す。 


-チューニングアップボタンを押すと周波数び上びりま 


す。 


放送局を記憶させる は体） 

一度放送局を記憶させてお < と、次か日は簡単に放送局を選ぶ 
ことびでさます。 

FM 放送を30局、 AM 放送を1已局まで記憶できます。 

途中で設定操作びできなくなったときは、手順1か！5やり直してくだ 
さし、。 


f 1記憶させたい放送局を選ぶ 
( r 放送局を選ぶ」を参照） 

FM 放送局を記憶させるときには、 FM 受信モード （ 國ぺ一 
ジ)ち同時に記憶させることびでさます。 



AUTO MUTING 




p MEMORY ボタンを巧す 

プ u セツト番号の表示位置 r _ I が約1日秒間点滅します。 


MEMORY 




回ページへ続く 









































リモコンで操作するには 

1. FM / AM ボタンを巧ず。 

押すごとに 「 FM 」 または 「 AM 」 に切り換わります。 

2. 数字ボタンを巧してプリセツト番号を還ぶ。 

例）.プリセツトま号「已」を選ぶには： 

(©を押す。 

-プリセツト番号「1引を逞ぶには： 

® 一 CD と押す。 

-プリセツトを号に0」を逞ぶには： 

@) -►©と押す。 

-プリセツト番号「30」を逞ぶには： 

@) 一 @ 一 I ® と押ず。 


FM ステレオ放送び雑音で聞をにくいとさは、受信モードを変 
更してください。 

-受信モードは放送局ごとに記憶でさます。 

途中で設定操作びでさなくなったときは、手順1か5やり直してくだ 
さし、。 



記憶させた放送局を削除ずるには 

同じプ I 」セツトま号に新しい放を局を記憶させると、もとの放を局の 
記憶は消えます。 


ステレオ音声に戻すには 

手順 2 で 、 「AUTO MUTING 」 を選びます。 

U モコンで操作するには 

FM 放送を受信しているときに、 FM モード 
徽字ボタンのの」）ボタンを巧して 「 MONO 」 
表示させる。 

-本体のボタンで FM 放送を選局したとさは、 
FM モードボタンは働をません。 （ 回ぺージ） 


み 


固 


FM 受信モードを設定する 


記憶してある放送局を選ぶ（プリセツト選局） 

1 FM/AM ボタンを巧して! TM」 または 「AM」 
を選ぶ 


巧ずごとに 「 FM 」 または 「 AM 」 に切 D 換わ D まず。 

選んだバンドで最後に聞いていた放送局び表示されます。 



2 CONTROL ▲ (または ▼) ボタンをくり返 
し巧して 「PRESET」 を表示させる 



3 CONTROL ► (または ◄) ボタンをくり返 
し巧して聞きたい放送局のプリセツト番号 
を選ぶ 



- CONTROL ►ボタンを押ずとプ U セツトま号び上びります。 
•CONTROL ◄ボタンを押ずとプ U セツトま号び下びりまず。 


3 プリセット番号の表示位置 r _」び点滅し 1 

ている間に、 CONTROL ► (または ◄) ボタ 
ンをくり返し巧してプリセット番号を選ぶ 

プ U セツト番号(例は目)び点滅します。 


© へ© 



「プ U セツトま号 

1- 


— 11 

ィ ■■ 

し 

■■ r- ■■■ 

■I ■" 

11* I 

TUNED ST 

AUTO MWING 

MH:，〜，■,- 

VOL 


4 プリセット番号が点滅している間に、 
MEMORY ボタンを巧ず 

プ U セツト番号の点滅び止ま0、選んだ放送局びその番号に 
記憶されます。 


MtMUKY 

み 


5手順！〜 4 をくり返して'他の放送局も記憶させる 


1 FM 放送を受信中に、 CONTROL ▲(または 
▼) ボタンをくり返し巧して 「FM MODE」 を 
表示させる 


@ 



2 CONTROL ►(または ◄) ボタンを押して 
「MONO」 を選ぶ 


押すごとに、下記のように FM 受信モードび変わりま 
す。 



[mono み UTO MUTING] 


_お買い上げ時は 「AUTO MUTING 」 に設定されていまず。 

MONO : FM ステレオ放送び雑音で聞さにくいとをに 
還びます。音声びモノラルになり、表示窓の 
_ AUTO MUTING 表示び消えます。_ 

AUTO MUTING 

:通常はこれを選びます。ステレオ放送のとさ 
はステレオで、モノラル放送のとをはモノラ 
ルで聞こえます。このモードにすると選局中 
のけ一」という雑音も消すことびできます。 
AUTO MUTING 表示び点灯します。 


V,_/ 


ーラジオを聞< 






















































DSP を使 5 


U アルな音場を創り出す DSP ( D 间 tal Signal Processor ) 
には下記の3種類があります。 

-サラウンド 

. ビクター•シアター サラウンド 
- DAP 


ヴラウンド 


サラウンドを効果的にお楽しみいただくには、フ□ントスピー 
力一の他に リアスピーカーまたはセンタースピーカーを接続 
する必要びあります。 

ドルビーヴラウンド*およびドルビーデジタル* 

nniDOLBYSURROUNDl マークまたは円晋腎，マークの付いた映画や 
音楽ソフトを再生でさます。 

ドルビーサラウンド 方式では、フ□ント左ち、センター、リア 
(モノラル)の 4 ch 音声を 2 ch に記録しています。 

本機にはドルビープ□□ジツクデコーダーが内蔵されていま 
ずので、ドルビーサラウンドち式で記録された 2 ch 音声から 
4 ch 音声をマトリクス回路で取り出し再生します。これによ 
り、立体感•包囲感のあるサラウンドをお楽しみいただけまず。 

一瓦 ドルビーデジタル 方式は、フ□ント左ち、センター、リア 
左ち、サブウーノ V —の己.1 ch (サブウーノ V —は日.1 ch と数えら 
れます)の音声をデジタル圧縮するシステムでず。各チャンネ 
ルを完全に独立した音声として再生ずるので、チャンネル間の 
干渉ちかな<、より優れた音質でより立体的なサラウンドが再 
現できます。本機にはドルビーデジタルデコーダーが内蔵され 
ていますので、映画館や劇場に匹敵ずるドルビーデジタルの臨 
場感がお楽しみいただけます。また、ドルビーサラウンドでは 
リアの高音域は 7 kHz でカツトされますが、ドルビーデジタル 
では2日 kHz まで再生され、しかもステレオなので、音の移動感 
や臨場感がより高まります。 

. ドルビーデジタル録音のソフトを再生ずるには、お使いにな 
る機器を背面のデジタル入力端子に接続して<ださい。（画 
〜回ぺージ） 


アドパンスド オーディオ コーディング 

MPEG-2 AAC (Advanced Audio Codin 旨) ヴ 
ラウンド 

MPEG -2 才ーディオの標準ち式の一つで、2日日日年12月から 
始まった BS デジタル放送で採用されている音声符合化規格で 
す。 

低ビットレートでかつ高音質を確保でさる点び特長で、番組内 
容によりマルチチャンネルの放送が可能なデジタル音声ち式 

です 

- MPEG -2 AAC サラウンドの音声を聞くには、お使いになる 
機器を背面のデジタル入力端テに接続してください。（四〜 
回ぺージ） 


政下が米国パテントナンバーです。 


己，848,3 9] 

已400 433 
已752 22已 
己，274’740 
4,914,701 
己，已79.430 
97/0287已 
己，227.788 
己，已92|己84 
08/211，己47 
08/894,844 


己， 29] ，已已7 
己， S 化189 
己，394,473 
己，633,981 
己，23己，671 
08/678,666 
97/02874 
己，28己，4日8 
己， 78] ,888 
己，703,999 


巳，4巳1，吕已4 
巳，3巳7|已94 
巳，已83|吕62 

巳297 236 
07/640,已己〇 
98/03037 
98/03036 
5,481,614 
08/日39,478 
08/已已7,046 


* 本機はドルビーラボラト U —ズからの実施権に基づを製造されています。 

P ■马質国、ドルビー、 Dolby 、 ダプル□記号皿、ドルビープ□□ジックおよびド 
ルビーデジタルは、ドルビーラボラト U —ズの商標です。 

非公開機密著作物。善作権1 992-1 目97年ドルビーラボラト U - ズ。不許複製。 


DTS ヴラウンド** 

本機に内蔵の DTS デコーダーにより、程 i マークの付いた映 
像ソフトが再生でをます。 

DTS サラウンドは、 CD 、 LD 、 DVD などに使われています。ド 
ルビーデジタル同様己. Ich のデジタル音声フォー マツ トです 
が、音声圧縮率を低 < 設定してあるため、厚みのあるより高音 
質な再生び可能となります。 

- DTS サラウンド録音のソフトを再生するには、お使いにな 
る機器を背面のデジタル入力端テに接続してください。（画 
〜回ぺージ） 


ビクター•シアターヴラウンド 

□ □IDOLBY SURROUND マークの付いたソフトをさらに効果的に再現 
ずるためのビクター独自のサラウンドです。 

シアターサラウンドは人の声をはっきりさせ、より U アルな臨 
場感を再現します。音声はフ n ントスピーカー、センタース 
ピーカー、リアスピーカーから再生されます。 

-シアターサラウンドをお楽しみいただくには、フ□ントスピーカー 
の他に U アスピーカーを接続する必要びあります。 

-シアターサラウンド再生中は、表示窓の PRO L 日 G に表示と DSP 表 
示び点灯します。 


** 本機はデジタルシアターシステムズ社からの実施権に基づさ製造されていま 
す。 DTS および DTS Digital Surround は、デジタルシアターシステムズ社の 
商標です。 

着作権] 996年デジタルシアターシステムズ社。不許複製。 


( 28 ) 









DAP (Digital Acoustic Processor) 


コンサートホールやライブノ V ウスなどで聞く音は、音源から直 
接耳に届く音 (直接音) と天井や壁などに反射してから耳に届 
く音 畑期反射音)、 そして何回も反射をくり返してから耳に届 
く音调響 音) によって構成されてしほす。これらの反射音/残 
響音は、 U スナーと天井、リスナーと壁の距離によって様々な 
遅延時間ををった音となり、コンヴートなどでは、直接音とこ 
れらの反射音/残響音によって、音場び作り出されています。 

本機に搭載されている DAP (デジタル'アコースティック•プ 
□セッヴー)は、これらの反射音や残響音をデジタル信号処理 
により創り出し、コンサートホールやライブ八ウスなどの臨場 
感を再現します。 

本機で再生される DAP 


LIVE CLUB (ライブクラブ）： 

天井の低いライブ八ウスにいるよラな雰囲気で 

_す。_ 

DANCE CLUB (ダンスクラブ）： 

激しい1ま音のビートを刻みます。ディスコにいる 
_ような雰囲気です。_ 

HALL (ホール）： 

ボーカルびはっさりします。コンヴートホールに 

_いるような雰囲気です。_ 

PAVILION (バビリオン）： 

天井の局い展 TJX 会場いるよっな雰囲気です。 


DAP はアナ□グステレオ音声や U ニア PCM デジタル音声で録音され 
にソフトを再生ずるときに音響効果を加え、臨場感を出しまず。 

- DAP をお楽しみいにだくには、フ□ントスピーカーの他に U アス 
ピーカーを接続する必要びありまず(センタースピーカーは特にぶ、 
要ではありません。センタースピーカーを接続していてち音声は出 
ません)。 

- DAP び選ばれているときは、表示窓の DSP 表示び点なします。 



ひ遇巧巧 

入力信号 /DSP 対応表 X:選択不可 


DSP 

入力信号 

SURROUND 

THEATER 

LIVE CLUB 

DANCE CLUB 

HALL 

PAVILION 

STEREO 

アナ□グ 

(ANALOG ランプび点口） 

〇 

(ドルビープ□□ジック） 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

U ニア PCM 

(LINEAR PCM ランプび点な） 

〇 

(ドルビープ□□ジック） 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

ドルビーデジタル 
(DOLBY D に ITAL ランプび点な） 

0*1 

(ドルビーデジタル） 

X 

X 

X 

X 

X 

〇 

DTS 

(□TS ランプび点灯） 

〇が 

(□TS サラウンド） 

X 

X 

X 

X 

X 

〇 

AAC 

(MPEG-2 AAC ランプが点丹） 

0*3 

(AAC サラウンド） 

X 

X 

X 

X 

X 

〇 


*1 入力信号び 2ch の場合はドルビープ□□ジック、それ外はドルビーデジタルとなります。 
が入力信号わで ch の場合はドルビープ□□ジック、それ L が^は DTS サラウンドとなります。 
が入力信号わで ch の場合はドルビープ□□ジック、それ L が^は AAC サラウンドとなります。 




I DSP をほう 







DSP をほう(つづき) 


DSP を使うためのスピーカー配置 


お手持ちのスピーカーの数によって、創り出せるサラウンド効果び異なります。 

ただし、フ□ントスピーカーしかお持ちでないときは DSP をお使いになれません。 

創り出せる効果とスピーカーの数については下記の表を参考にしてください。 

また、スピーカーの音場の調節については r スピーカーの配置に合わせて音場を調節する」（回ぺージ)をご覧ください。 


スピーカーの 配置 


お使いになれる DSP 


己チャンネル 



ヴラウンド 

SURROUND 日 N / OFF ボタンまたはサラウンドオン/オフボタンを押す 
ごとにサラウンド設定は下記のよラに切りかわります。 


SUBWFR LFE :…- 


R 

::: ；〇 | 



-： : ：. 

•: P 二与 



ON/OFF 

み 



ISURROUND ON 卜 


►ISTEREO 


IPRO LOGIC I ( ドルビープ □□ ジツク） 


(本体前面）（リモコン） 


IDOL BY D 


IDTS 


] ( ドルビーデジタル） 
](DTS サラウンド） 


リスニングポジション 


I AAC 


](MPEG-2AAC サラウンド） 


4チヤンネル 


フ□ント 

/テレビ/ \ 

フ□ント 

1に夕-1 

スピーカー 


スピーカー 


DSP モード’ 

DSP MODE ボタンまたは DSPf - 
は下記のよラに切りかわります。 


ドボタンをくり返し巧すごとに DSP 


滲 


參 



IJ ア 

スピーカー 


も巧 

(本体前面）（リモコン） 


ITHEATER 

>-HL I VE CLUB 

IDANCE CLUB 

>-H H A L L !"► 

IPAV 1 L 1 ON 

>^STEREO 一 

( 始めに戻りまず） 


リスニングポジション 


3チヤンネル 



ヴラウンド 

SURROUND 日 N / OFF ボタンまたはサラウンドオン/オフボタンを押す 
ごとにサラウンド設定は下記のよラに切りかわります。 


ON/OFF 

み 



ISURROUND ON] 


►ISTEREO ' 


(本体前面）（リモコン） 


IPRO LOGIC— ~ ] ( ドルビ ‘ ープ □□ ジック） 


IDOL BY d' 


IDTS' 


リスニングポジション 


I A AC ' 


] ( ドルビ ‘ ーデジタル） 

](DTS サラウンド） 

](MPEG-2 AAC サラウンド） 


才ートサラウンドを roN 」 に設定しているときは 

マルチチヤンネルのデジタル音声信号を識別すると、自動的にサラウンドび roN (入)」になります（なートサラウンドを設定す 
る」图ページ)。 


麵 

















































ヴラウンドを使う （リモコン） 


DSP を設定するときはリモコンを使って操作してくださ 
し、お聞きになる位置（リスニングポジション）で、テスト 
トーンを聞をなが5調節でをまず。 

-本体前面のボタンを使って操作するとをは國〜國ペー 
ジをご覧ください。 


ヴラウンド 
オン/オフ 


f DVD テレビ ビデオオーデん: 

[〇 〇 〇 g 

DVD TV VTR DBS 

oooo 

オン/オフ アナ□グ / テジタル FM/AM 


チューニングダウン チューニングアップ 


ヴウンド- 


リア •を 
+ /- 


I ^^ 2 ^チ巡レ 


-ヴブウー八一+ r^~ 


エフェクト: 

バスプースト 


テストトン, 

&&& 

- 、 _FM モード 1T 12 


.センター 
+ /- 
リア•も 
+ /- 


サラウンドは他の DSP と同時に使ラことはでさません。サラ 
ウンドを選ぶと他の DS 円ま解除されます。 

-ソース(音源）ごとに設定します。 

設定ずる前に… 

-スピーカーサイズの設定を行ってください。（回、凹ぺージ） 

-センタースピーカーを 「 N 日」に設定（蝴ぺージ）しているときは、セ 
ンタースピーカーか5テストトーンは出力されず、出カレベルち調 
節でさません。 

- U アスピーカーを 「 N 日」に設定（圆ページ）しているときは、リアス 
ピーカーからテスト I -ーンは出力されず、出カレベルも調節できま 
せん。 

• DSP び使われているときは、スピーカーサイズの設定（凹ぺージ)を 
変えないでください。 DSP び解除されることびあります。 

1ソース機器選択ボタンで、ソース(音源)を選 
び、映像や音楽ソフトを再生する 

才ートサラウンドび「日 N 」 になっているときは、マルチチャ 
ンネルのソフトを再生すると自動的にサラウンドび「入 
(日 N )」 にな0ます。 

P ヴラウンドオン/オフボタンを巧してヴラウ 
ンドを roN (入)」にする 

入力信号の種類によって、最適なサラウンド （「PRO 
LOG に 」、 「DOLBY 0」、 「 DTS 」、 または 「 AAC 」） び自動的に 
選ばれ、表示されます。 

-押すごとにサラウンドは 「 ON (入)/ STERE 日脚)」します。 



〇農 S 鲁 

^Victor 

RM-S 点編 1 激"肝曰 R 

I A/V コント□—ルアンプ ) 


I 例）ドルビーデジタルが選ばれたとき 

サラウンドを調節したいときは、次の手順に進みまず。 
( 3サウンドボタンを巧す 


み 


数字ボタンで音声び調節でさるよ5になります。 


4テスト!ンボタンを巧してスピーカーの 
出カバランスを ii 崔 IS する 


テスト h - ン 

% - : 


viliiiiiiiiiiiiii . 


「TEST U び点滅し、下記の順で各スピーカーか5テスト 
トーンび出ます。 

叫 T E S T LHT EST 一 IT E S T ^ 

(左フ□ントスピーカー）（センタースピーカー）（ちフ□ントスピーカー) 


TEST RSI - 

(ちリアスピーカー） 


ぺージへ続く 

画 


• アナ□グ音声を再生するときは、に URR 0 UND ON 」 は表示さ 
れず、サラウンドオン/オフボタンを押すと、すぐに 「PRO 
LOG に」び選ばれ、表示されます。 


DSP をほう 





































DSP をほう(つづき) 


5スピーカーの出カレベルを調節する 

「一10」〜「+10」の範囲で調節でさます。 

フ□ントスピーカーと同じ出カレベルで聞こえるよう調節 
します。 

センター +/— ボタンを巧してセンタースピーカーの 
出カレベルを調節ずる。 



リア•左 +/— ボタンを巧してをリアスピーカーの出 
カレべルを調節ずる。 

- IJ ア•を + _ 



[rear L - 1 0] 寺 ■■■♦IREAR L +10] 


リア•ち +/- ボタンを押してちリアスピーカーの 
出カレベルを調節ずる。 


- U ア•右 + 



[REAR R -1 AR R +10] 


お買い上げ樹ホ、ずベてのスピーカーの出カレベルび ro 」 に 
設定されています。 


0 テスト!ンボタンを巧してテスト!ン 
を止める 


テストトーン 



ビクター•シアターヴ ラウンドを使う （リモコン） 

シアターサラウンドは他の DSP と同時に使ラことはでさませ 
ん。シアターサラウンドを選ぶと他の DS 円ま解除されまず。 

-ソース(音源）ごとに設定します。 

- U アスピーカーを 「 N 日」に設定（圆ページ）しているときは、シア 
ターサラウンドは選べません。 

-本体前面のボタンを使って操作するとさは、國〜应 I ページをご覧 
<ださい。 



センター 

+/- 

リア•も 
+/- 


くお知5せ> 

スピーカーか5テスト I -ーンを出力しなくても、再生音を聞きなびら 
出カレベルび調節でさます。 

ヴラウンドを解除するには 

サラウンドオン/オフボタンを巧して 「 STEREO 」 を表示させ 
る。 

-マルチチヤンネルのソフトを再生中にサラウンドを解除すると、す 
ベての音声び S ックスされてフ□ントスピーカー(とサブウー八一) 
から出ます。 


1ソース機器選択ボタンで、ソース(音源)を選 
び、ドルビーサラウンドで録音された映像ソ 
フトを再生ずる 


P DSP モードボタンを巧して 「THEATER」 を 
表示させる 

表示窓の PRO L 日 G に表示と DSP 表示び点灯します。 


を 




_ J 

國ぺージへ続< 




































シアターサラウンドを調節したいときは、次の手順に進 
みまず。 


3 ヴウンドボタンを巧す 


数字ボタンで音声び調節でさるよラにな0ます。 

み 


4テスト!ンボタンを巧してスピーカーの 
出カバランスを5崔 IS する 



、い………… . 


「TEST U び点滅し、下記の順で各スピーカーからテスト 
トーンび出ます。 


叫 TEST LHTEST CHTEST RH 

(左フ□ントスピーカー）（センタースピーカー）（ちフ□ントスピーカー) 


-TTEST LSI * —— ITEST R S > 

(左リアスピーカー） （ちリアスピーカー） 


5スピーカーの出カレベルを調節ずる 

「一1日」〜「十1日」の範囲で調節でさます。 

フ□ントスピーカーと同じ出カレベルで聞こえるよラ調節し 
ます。 

センター+/—ボタンを巧してセンタースピーカーの 
出カレベルを調節ずる。 


風® 


ICENTER — 101 ィ 


CENTER 


101 


リア•左 +/- ボタンを巧して左リアスピーカーの出力 
レベルを調節ずる。 

- U ァ ■ £ + 


旧 EAR L -101 *…* [REAR L + 1〇1 

リア•ち +/- ボタンを巧してちリアスピーカーの出 
カレべルを調節ずる。 


U ア•右 + 



IREAR R - 101♦■■■♦を E AR R 




白テスト!ンボタンを巧してテスト Iン^ 
を止める 



フ エフェクトボタンを押してエフェクトレべ 
ルを調節する 


丄ノエソ产 



IEFFECT 1 ^■■… WEFFECT 5| 

♦ 1 




n 」〜「己」の範囲で調節できます。 

-数字び大きくなるほど、 DSP の効果び大きくなります。通 
常は「3」（お買い上げ時の設定)に設定します。 


シアター ヴラウンドを解除ずるには 

DSP モードボタンをくり返し巧してに TEREO」 を表示させ 

表示窓の PRO LOG に表示と DSP 表示が消えます。 


I DSP をほう 


お買い上げ時は、すべてのスピーカーの出カレベルび「0」に 
設定されています。 


弦) 




















































DSP をほう(つづき) 


DAP を使う （リモコン） 


DAP は他の DSP と同時に使うことはでさません。 DAP を選ぶ 
と他の DS 円ま 解除されまず。 

• ソース(音源）ごとに設定します。 

- U アスピーカーを 「 N 日」に設定（画ぺージ）しているときは 、 DAP 


は選べません。 

本体前面のポタンを使って操作するときは、陛 J ページをご覧くだ 
さし、。 


マ、よはつ アナ □ グ/デジタル FM/AM 


DSP モード . 


ヴウンド 


アレじ/じ了了_ _ _ 

急 g 寧 S 


- ヴブウ ー A— + — センタ ー + 




リア•を 
+ /- 


5 6 7 8. 


エフェクト 


ロェ外テストトン ^ 


リア•も 
+/- 


.•肖胃 バス トレブ!レ 

己日回 


^-Victor 

RM-SRXE100 m 日 R 

REMOTE CONTROL 
A/V コント □— ルアンプ ) 


ソース機器選択ボタンで、ソース(音源)を選 
び、アナ□グ録音またはリニア PCM で録音 
されたソフトを再生する 


P DSP モードボタンを巧して DAP のいずれか 
を表示させる 


表お窓の DS P 表おび点打します。 


を 


rrHEATER 


「DANCE CLUB 


「PAVILION 
脱めに戻りまず） 


に I VE CLUB 
I H A L L 


[STEREO 


DAP を調節したいときは、次の手順に進みます。 


3 サウンドボタンを巧す 


^ 数字ボタンで音声び調節でさるよ5になります。 


ろ 


4リアスピーカーの出カレベルを調節する 


「一 10」〜 r 十10」の範囲で調節でさます(お買い上げ時は 
「0」に設定されていまず)。 

フ□ントスピーカーと同じレベルで聞こえるよ5に調節し 
ます。 


リア•ち +/- ボタンを巧してを U アスピーカーの出力 
レベルを調節ずる。 


5)(6 


[BE_AR L 


0 」*."*|R E_A R L_+ 1 Ol 


リア•ち +/— ボタンを巧してちリアスピーカーの出力 
レベルを調節ずる。 



REAR R 


EAR R 


5 エフェクトボタンを巧してエフェクトレべ 
ルを調節する 


Effect 


• Me f f ect 


I 


「1」〜「己」の範囲で調節できます。 

-数字び大きくなるほど、 DSP の効果げ大きくなります。通 
割が3」（お買い上げ時の設定)に設定します。 




DAP を解除するには 

DSP モードボタンを< D 返し巧して rSTEREO」 を表示させ 

表示窓の DSP 表示び消えます。 







































ヴラウンドを使う 体体） 

サラウンドは他の DSP と同時に使ラことはでをません。サラウンドを選ぶと他の DS 円ま解除されます。 

本体のボタンで操作するとをは、テストトーンは出力でさません。ソフトの再生音を聞さながら、調節します。 
-ソース(音源）ごとに設定します。 


CONTROL 
▲/▼/►/◄ ボタン 


U モコンで DSP の操作をするとさは画〜國ページ 
をご賣ください。 


SETTKG ACkRIST 

〇 〇 〇 


-1- - 

孩 © 

© 


RX-E100 AUDUnlJEO 的丽 0L AMPUHE 。 



H 园圃 


ADJUST ボタン 


SURROUND 
ON/OFF ボタン 


設定ずる前に… 

-スピーカーサイズの設定を行ってください。（回〜圆ページ） 

-センタースピーカーを 「 N 日」に設定（圆ぺージ）していると、セン 
タースピーカーの出カレベルは調節でをません。 

- U アスピーカーを 「 N 日」に設定（画ページ）していると、 U アスピー 
カーの出カレベルは調節でさません。 

1ソース機器選択ボタンで、ソース(音源)を選 
び、映像や音楽ソフトを再生する 

才ートサラウンドび「日 N 」 になっているときは、マルチチャ 
ンネルのソフトを再生すると自動的にサラウンドび r 日 N 
(入)」になります。 

P SURROUND ON/OFF ボタンを押してヴラ 
ウンドを roN (入)」にする 

入力信号の種類によって、最適なサラウンド （「PRO 
LOG に」、 「 D 日 L 巨丫 D 」、^□ TS 」、または「 AAC 」）び自動的に 
選ばれ、表示されます。 

-押すごとにサラウンドモードは r 日 N (入)/ STERE 日(切)」 
します。 


例）ドルビーデジタルび選ばれたとき 


サラウンドを調節したいときは、次の手順に進みまず。 
3 ADJUST ボタンを巧す 

C 日 NTR 日 L ボタンび働くよラにな0ます。 


4 CONTROL ▲ (または ▼) ボタンを巧して 
出カレベルを調節ずる スピーカーを 選ぶ 


[CENTER 


[REAR L 


"■■♦ TRE AR R 0 一 

CENTER : センタースピーカーの 出カレベルを調節す 
るとさに選びます。 

_「一1日」〜 r +] 日」の範囲で調節でをます。 

REAR L :左 U ァスピーカーの出カレベルを調節する 
とさに選びます。 

_「一10」〜 r +] 日」の範囲で調節でをます。 

REAR R :ち U ァスピーカーの出カレベルを調節する 
とさに選びます。 

「一 10」〜 r + ] 日」の範囲で調節でをます。 


お買い上げ時は、すべてのスピーカー出カレベルび「0」に設定 
されています。 


• アナ□グ音声を再生するときは、に URR 0 UND ON 」 は表示さ 
れず、 SURROUND 日 N / 日 FF ボタンを押すと、すぐに 「PRO 
LOG に」び選ばれ、表示されます。 


DSP をほラ 












































DSP をほう(つづき) 


CONTROL 

▲/▼/►/◄ ボタン 表示窓 



ADJUST ボタン 


DSP MODE ボタン 


ビクター•シアターサラウンドを使う （本体) 


5 CONTROL ► (またはボタンを巧して 
スピーカーの 出カレベルを調節する 

フ□ントスピーカーと同じ出カレベルで聞こえるように設 
定してください。 



[CENTER - 101♦■■■♦を ENTER +101 


例)センタースピーカーの出カレベルを調節ずるとを 


@手順4と已をくり返して他のスピーカーも 
調節する 

\_ J 


サラウンドを解除するには 

SURROUND ON/OFF ボタンを巧して！ 'STEREO」 を表示さ 
せる。 

-マルチチャンネルのソフトを再生中にサラウンドモードを解除する 
と、すべての音声び5ックスされてフ□ントスピーカー（とサブウー 
八一)か5出ます。 


シアターサラウンドは他の DSP と同時に使うことはできませ 
ん。シアターサラウンドを逞ぶと他の DS 円ま解除されまず。 
本体のボタンで操作するとをは、テストトーンは出力でさませ 
ん。ソフトの再を音を聞をなびら、調節します。 

また、手順ごとに U スニングポジションに戻って出カレベルを 
確かめてから調節することをお勧めします。 

-ソース(音源）ごとに設定します。 

- U アスピーカーを 「 NO 」 に設定（画ページ）しているときは、シア 
ターサラウンドは選べません。 

1ソース機器選択ボタンで、ソース(音源)を選 
び、ドルビーサラウンドで録音された映像ソ 
フトを再生する 


P DSP モードボタンを押して 「THEATER」 を 
表示させる 


表示窓の PRO LOG に表示と DSP 表示び点打します。 



シアターサラウンドを調節したいときは、次の手順に進 
みます。 


3 ADJUST ボタンを押す 


ADJUST 

み 


CONTROL ボタンび働くよラにな0ます。 


ノ 


D 


画ページへ続ぐ 







































シアター ヴラウンドを解除するには 

DSP MODE ボタンをくり返し巧して! ■ STEREO 」 を表示させ 

表示窓の PRO LOG に表示と DSP 表示が消えます。 


お買い上げ時は、すべてのスピーカー出カレベルび「0」に設定 
されています。 


5 CONTROL ► (またはボタンを巧して 
スピーカーの 出カレベルを調節ずる 

フ□ントスピーカーと同じ出カレベルで聞こえるよラに調 
即します。 



例) センタースピーカーの出カ レベルを調節ずるとき 


3手順4と已をくり返して他のスピーカーの調 
節をする 


7 CONTROL ▲ (またはボタンを巧して 
「EFFECT」* を表示させる。 



REAR R :ち U アスピー カーの 出カレベルを調節する 
とさに選びます。 

r - ioi ~ r + i 0 」の範囲で調節できます。 


REAR L :左リアスピーカーの出カレベルを調節する 
ときに選びます。 

「一 101〜 r + 10」の範囲で調節でをます。 


CENTER :センタースピーカーの出カレベルを調節す 
るときに選びます。 

「一]□」〜「+] 0」の範囲で調節できます。 


R CONTROL ► (または ◄) ボタンを巧して 
エフェクトレベルを調節する 

COm'ROL 



r 1」〜「己」の範囲で調節できます。 

-数字び大きくなるほど、 DSP の効果び大きくなります。 
通潮が3」に設定します。 


4 CONTROL ▲ (または ▼) ボタンを押して 
出カレベルを調節する スピーカーを 選ぶ 



DSP をほう 


お買い上げ時は「3」に設定されています。 

既に、設定を変更されているとさは、他の数値び表示されます。 


弦) 




































DSP をほう(つづき) 


DAP を使ラ (本体） 

DAP は他の DSP と同時に使うことはでをません。 DAP を選ぶ 
と他の DS 円ま解除されます。 

-ソース（音源）ごとに設定します。 

-1」アスピーカーを rNO 」 に設定（凹ぺージ）しているときは 、 DAP 
は還べません。 


ソース機器選択ボタンで、ソース(音源)を選 
び、アナ□グ録音またはリニア PCM で録音 
されたソフトを再生する 


P DSP MODE ボタンを巧して DAP のいずれ 
かを表示させる 


表示窓の D S P 表示び点灯します。 


MODE 

み 


ITHEATER 

一 1 LIVE CLUB 一 

IDANCE CLUB 

HA L L h -► 

IPAV 1 L 1 ON 

n-*HSTEREO 一 

脱めに戻りまず） 


DAP を調節したいときは、次の手順に進みます。 
3 ADJUST ボタンを押す 

ADJUST CONTROL ボタンび働くよ5になります。 

み 


4 CONTROL ▲ (または ▼) ボタンを巧して 
出カレベルを調節する スピーカーを 選ぶ 




IREAR L 


因 EAR R 


瓦 


REAR L :左 U ア スピーカーの 出カレベルを調節する 
とさに選びます。 

_ r - 101 〜「+ 10 」の範囲で調節でをます。_ 

REAR R :ち U ア スピー カーの 出カレベルを調節する 
とさに選びます。 

「一] 0」〜「+10」の範囲で調節できます。 


お買い上げ時は、すべてのスピーカー出カレベルび「0」に設定 
されています。 


5 CONTROL ► (またはィボタンを巧して 
スピーカーの 出カレベルを調節する 

フ□ントスピーカーと同じレベルで聞こえるよ5に調節し 
ます。 


© へ© 


旧 EAR L -10 EAR L + 1 01 

例)左 U アスピーカーの出カレベルを調節ずるとさ 


@手順4と已をくり返して他のスピーカーの調 
巨けをする 


7 CONTROL ▲(またはボタンを巧して 
「EFFECT」* を表示させる 


@ 


* お買い上げ時は「3」に設定されています。 

既に、設定を変更されているときは、他の数値び表示されます。 


Q CONTROL ► (または ◄) ボタンを巧して 
エフェクトレベルを調節する 


© へ© 





lEFFECT ■■■■■♦lEFFECT 5| 

♦ 1 




「1」〜「5」の範囲で調節でさまず。 

-数字び大きくなるほど、 DSP の効まび大さくなります。 
通割が3」に設定します。 


DAP を解除するには 

DSP MODE ボタンをくり返し巧して 「 STEREO 」 を表示させ 
ます。 

表示窓の DSP 表示び消えます。 


D 


















































u モコン操作 


□ ソース機器を選ぶ 

—ソース機器選巧ボタン 

DVD ^ ^ TV VTR DBS 


30C 


FM/AM 

〇 


DVD * 

: DVD プレーヤーを選びます。 

TV * 

:テレビを選びます。 

VTR * 

:ビデオデッキを還びます。 

DBS 

:目 S デジタルチューナーまたはデジタル CS 


チューナーを選びます。 


AUX : AUX 端テに接続された外部機器を選びま 

_す。_ 

* これらのソース宿源)選択ボタンを押すと、ソース宿源)び切 
り換わるとともに、リモコンの数字ポタンやオーディオ/ビデ 
才操作ボタンの機能わ切0換わ D 、 選んだソース機器を操作で 
さるよラになります0」モコンの数字ボタンは、ビデオデッキ 
の操作には使えません)。 

□ 音声入力を選ぶ ーアナログ/デジタルポタン 

グログ/デジタぐ 音青入力(デジタルまたはアナ□グ)を切り換 
I _ J えます。 


□ 一時的に音声を消ず-消音ボタン 

消音 


-時的に音声を消したり、戻したりします。 


□ DSP を使つーサラウンドオン/オフ、 DSP モードボタン 

サラウンド 
オン/オフ 

口 


DSP モード 

: DSP (シアターサラウンドまたは 
r J DAP) を選びます。ボタンを押すご 

とに DSP び切り換わります。 


□ 音声を調節する-サゥンドポタン 

f 数字ボタンで liTF の音声の調節びでさるよラにし 

( ノノ •スピーカー出カレベルの調節 
-エフェクトレべルの調節 
-テストトーンの出力 

□ ほ音を強調す る-バスブーストボタン 

似ブースト 

f 》バスブーストを「入/畑しまず。 

□ 音質を調節する -バス+/-、トレプル +/- ポタン 


3 


バス トレブル 

回〇) 


本機やビクター製の他の機器を操作する 


□ 電源を入れる 

-電源 ( DVD 、 テレビ、ビデオ、才ーデイオ)ボタン 



DVD 電源 

: DVD プレーヤーの電源を「入/切」し 


ます。 

テレビ電源 

:テレビの電源を r 入/切」します。 

ビデオ電源 

:ビデオデツキの電源を「入/切」しま 


す。 

オーディオ電源 

:本機の電源を「入/切」します。 


□ 音量を調節す る-アンプま音量 +/- ポタン 


〇) 


FM / AM * : FM 放送または AM 放送を選びます。 


サラウンドオン/オフ 

:サラウンドモードを r 入/拙しま 
す。 


本機のリモコンでビクター製の他の機器を操作ずるときは 

-操作する機器の取扱説明書わご覧ください。 

-操作するビデオ機器の U モコンコードを 「 A 」 にしてください。 

(リモコンコードを設定できる場合） 

- U モコンは操作する機器の U モコン受光部に向けて操作し 
て < ださし、。 



電源 


1 DSP を使う/リモ n ン操作 


音量を調節します。 


(D 




















リモコン操作(つづを) 


□ 音声の調節をしたり、ソース機器を操作する 

一数字ボタン 



—リア•左 + —リア•ち + 



本機の操作 

■ FM/AM 放送の操作 

ソース機器選択ボタンの FM/AM ポタンを巧した後で、次の 
ボタン操作がでをます。 


1〜10、+ 10 

:プリセツトされた放送局を選びます。 

FM モード 

: FM 受信モードを切り換えまず。 


例） FM 放送局や AM 放送局を選ぶとき(プリセット選局） 

-プリセット番号「引を選ぶには： 

©を巧す。 

-プ U セット番号 ri 引を選ぶには： 

た!梦 一 iiJ ) と巧す。 

-プ U セット番号に日」を選ぶには： 

® 一©と巧す。 

-プ U セット番号「30」を選ぶには： 

Q ) 一 Q ) 一 Q ) と押す。 

■ 音声調節 

ヴウンドボタンを}甲した後で、次のボタン操作ができまず。 


サブウー/\一+/- :サブウー八一の出カレベルを調節し 
まず。 

センター +/ — 

:センタースピーカーの出カレベル 
を調節しまず。 

U ァ.左 +/- 

:左1」アスピーカーの出カレベルを 
調節します。 

U ァ.も +/- 

:ち U アスピーカーの出カレベルを 
調節します。 

エフェクト 

: DSP の効果を調節します。 

テスト!ン 

:テスト!ンを r 入/切」しまず。 


他の ビクター 製品の操作 

■ DVD のメニユー操作 

ソース機器選択ボタンの DVD ボタンを押した後で、次のボタ 
ン操作がでをまず。 

メニユー ：メこユー画面を表示しまず。 

ミ夫定 ：選んだ項目を決定します。 ^ 

▲ /▼/◄/► : X こユーの 項目を選びます。 ^ 

■ テレビのチャンネル選択 

ソース機器選択ボタンの TV ボタンを巧した後で、次のボタン 
操作がでをまず。 

1〜10、11(〇)、12(+10) 

:テレビのチヤンネルを選びます。 


□ ソース機器を操作ずる 

ーオーディオ/ビデオ機器操作ボタン 



本機の操作 


■ FM/AM 放送の操作 

ソース機器選択ボタンの FM/AM ボタンを巧した後で、次の 
ボタン操作がでさまず。 

チューニングアップ/ダウン 

:放送局を選びます。 


他の ビクター 製品の操作 

■ DVD プレーヤーの操作 

ソース機器選巧ボタンの DVD ボタンを巧した後で、次のボタ 
ン操作がでをまず。 



■ ビデオデッキの操作 

ビデオチャンネル +/— :チヤンネルを切り換えます。 


ソース機器選択ボタンの VTR ボタンやビデオコント□ールボタ 
ンを巧した後で、次のボタン操作ができまず。 



ズ)。再び録画を始めるとさは、►を 
巧します。 


■ テレビの操作 

テレビ/ビデオ ： ビデオ入力とテレビチュー 

ナーを切り換えまず。 

テレビチャンネル +/— :チャンネルを切り換えます。 
テレビ音量 +/— :音量を調節します。 



























化メーカーの機器を操作する 

本機のリモコンは、 ビクター (外の メーカーの 機器を操作でき 
まず。 

□ 他のメーカーのテレビを操作する 

本機のリモコンで] 3社のテレビび操作でさます。お買い 
上げ時はビクター製テレビび操作でさるよラに設定され 
ています。他社のテレビを操作でさるよ5にするには、次 
の設定を行ってください。 

設定ずる前に… 

テレビの電源を切っておをます。 

1テレビ電源ボタンを押したまま手順2〜3を 
行ラ 



P ソース機器選択ボタンの TV ボタンを巧す 


VTR 


DBS 



3 数字ボタンでメーカー番号 (2 ケタ)を選ぶ 


—ソソソ— - でンブ— 

〇©®の 

王つェクトテスト h - ン S ' V / 

©風®’部\ 


例：お手持ちのテレビが松下製の 2) の 
と却ホ、数きボタンを0一吕の順に押 
します。 

アイワ製 （14) のときは、数字ボタ 
ンを 1—4 の順に押します。 


メーカー 名 

メーカー 番号 

メーカーる 

メーカー 番号 

ビクター 

01 

シャープ 

10 

松下 

02.03 

パィオニア 

11 

兰菱 

04 

NEC 

12 

ソ ニー 

〇已 

フナイ 

13.16.17 

日立 

06 

アイワ 

14 

東芝 

07 

富±适 

]已 

兰洋 

08.09 




4 巧し続けたテレビ電源ボタンを離す 


5 設定を確認する 



1」モコンのテレビ電源ボタンを押して、テレビの電源び「入/ 
切」でされば設定は終了でず。 




5まく設定びでさないとさは、同じメーカーの別のメーカーま号 
を入力してみて < ださし、。 

1」モコンの電池をはずしたり、交換したときは、お買い上げ時の設 
定に戻ることびあ D ます。使用したときにうまく働かないとき 
は、电5—度手順1か5メーカー番号を設定し直して< ださい。 


テレビ操作に使えるボタン 



テレビ電源 


:電源を「入/切」します。 


テレビ/ビデオ： ビデオ入力とテレビチューナー 
_を切り換えます。_ 

テレビチヤンネル： チヤンネルを切り換えます。 

_+/- _ 

テレビ音量 +/— :音量を調節します。 

ソース機器選択ボタンの T V ボタンを巧した後で、巧の 
ボタン操作びできまず。_ 

1 - 10 . 1 1 ( 0 ). 1 2 (+ 10 ) 

:チヤンネルを選びます。 


1 y モ n ン操作 


⑩ 

























リモコン操作(つづを) 


□ 他のメーカーの DVD プレーヤーを操作する 

本機のリモコンで8社の DVD プレーヤーび操作でをます。 
お買い上げ時はビクター製 DVD プレーヤーび操作でをる 
よラに設定されています。他社の DVD プレーヤーを操作で 
きるようにするには、次の設定を行ってください。 

設定ずる前に… 

DV □プレーヤーの電源を切っておきます。 


U モコンの電池をはずしたり、交換しにときは、お買い上げ時の設 
定に戻ることびあります。使用したときにうまく働かないとき 
は、もう一度手順 1 か6 メーカーま号を設定し直してくださしん 


DVD プレーヤー操作に使えるボタン 


DVD 電源ボタンを巧したまま手順2〜3を 
行ラ 



P ソース機器選択ボタンの DVD ボタンを巧す 



VTR DBS 


3 数字ボタンでメーカー番号 (2 ケタ)を選ぶ 


◎ ©©の 

エフェクトテストトー;' るむ ^3- 

風通)四迹 I \ 


例：お手持ちの DVD プレーヤーび松下 
製 (04) のときは、数字ボタンを 
、 0 一 4の順に巧します。 


メーカー名 

メーカー番号 

メーカー名 

メーカー番号 

ビクター 

01 

シヤープ 

〇已 

松下 

02 

パイオニア 

0后 

ソ ニー 

03 

デノン 

07 

東芝 

04 

フイリップス 

08 


巧し続けた DVD 電源ボタンを離す 
設定を確認ずる 


^ 電源 、 


U モコンの DV □電源ボタンを押して、 DVD プレーヤーの電 
源び「入/切」でされば設定は終了です。 





DVD 電源： 電源を「入/切」します。 


ソース機器還択ボタンの DV D ボタンを巧した後で、;夕 
のボタン操作がでをまず。 


_ :再生します。_ 

■ :停止します。 

II :一時停止します。 

… :次のチヤプターの頭出しをします。_ 

:チャプター(または前のチャプター)の頭 
に戻ります。 


メニュ ー ：メニュー画面を表示します。 


巧定 ：選んだ項目をミ夫をします。 


.一の項目を選びます。 




































□ 他のメーカーのビデオデッキを操作する 

本機のリモコンで14社のビデオデッキび操作でをます。 
お買い上げ時はビクター製ビデオデッキび操作でさるよ 
ラに設をされています。他社のビデオデッキを操作でをる 
よラにするには、次の設定を行ってください。 

設定ずる前に… 

ビデオデッキの電源を切っておをます。 


- 

- 5まく設定びでさないとさは、同じメーカーの別のメーカー番号 
を入力してみてください。 

- U モコンの電ミせをはずしにり、交換しにときは、お買い上げ時の設 
定に戻ることびあります。使用したときに5まく働かないとさ 
は、もう一度手順1か S メーカーま号を設定し直してくださし)。 


U 

モ 

□ 


ン 

養 

作 


1ビデオ電源ボタンを巧したまま手順2〜3を 
行ラ 



2ソ-ス機器選択ボタンの VTR ボタンを巧す 



3 数字ボタンでメーカー番号 (2 ケタ)を選ぶ 


-，ブク — "―丄 —- わンタ— 

◎ ◎◎の 

◎ ©◎風 


巧トトシ 

風®攝\ 


例：お手持ちのビデオデッキびお下製 
(04) のときは、数字ボタンを 
0—4 の順に巧します。 


メー カーる 

メーカー 番号 

メー カーる 

メーカー 番号 

ビクター 

0 K 02.03 

シャープ 

15. 16 

松'下 

04、〇已 

パイオニア 

17 

兰菱 

06 

NEC 

18 

ソ ニー 

07.08.09 

フナイ 

] 目、2日、21、 
22 

曰立 

10 

アイワ 

23 

東芝 

11 

冨±通 

24 

兰洋 

]2、13、14 

フイ U ツプス 

2已 


4 巧し続けたビデオ電源ボタンを離す 


5 設定を確認する 



1」モコンのビデオ電源ボタンを巧して、ビデオデツキの電源 
び「入/切」でされば設定は終了です。 

、 ノ 


ビデオデッキ操作に使えるボタン 



ビデオ電源^ 電源を「入/切」します。_ 

ビデオチャンネル +/- :チヤンネルを切り換えます。 


ソース機器選択ボタンの VTR ボタンまたはビデオコ 
ント□-ルボタンを巧したをで、巧のボタン操作がで 
をまず。 


► 

再生します。 

■ 

停止します。 

II 

再生を一時停止します。 

►► 

早送りをします。 

◄◄ 

卷さ戻しをします。 

録画一時停止： 録画を一時停止します （ レックポー 
ズ)。再び録画を始めるとさは、 ► を押 
します。 


返) 


























故障かな？と思 5 前に 




修理に出ず前に、下記の表を参考にして、もう一度おおかめください。 （） 内の数字は参照ページです。 


症状 

原因 

処置 

電源び入らない。表示窓び点'なしない。 

電源コードがはずれている。 

電源コードを家庭用コンセントに差し込 
む。（回ページ） 

音び出ない。 

スピーカーコードがはずれている。 

接続を確認する。 （ 回ページ） 


間違ったソース(音源)び遅ばれている。 

正しいソース(音源)を遅ぶ。 （ 回ページ） 


消音になっている。 

消音ボタンを押して、消音を解除する。 

(回ページ） 


間違った音声入力(アナ n グまたはデジ 
タル)が選ばれている。 

正しい音声入力(アナ□グまたはデジタ 
ル)を選ぶ。（画ぺージ） 


機器び正しく接続されていない。 

接続を確認する。（画〜回ページ） 

片方のスピーカーからしか音び出ない。 

スピーカーコードび正しく接続されて 
いない。 

接続をお認ずる。 （ 回ページ） 


スピーカーの左ちのバランスび合って 
いない。 

1 (ランスを調節する。 （ 図ページ） 

FM 放送を受信中に連続的に雑音び入る。 

受信している電波び弱すざる。 

FM 屋外アンテナを接続するか、お買い上 
げの販売店に問い合わせる。（囚ページ） 


放送局から遠い。 

別の放送局を還ぶ。 


アンテナび正しく接続されていない。 

接続を確認する。 （ 回ページ） 

AM 放送を受信中にときどき雑音び 

自動車などからのイグニッシヨンノイ 
ズの影響を受けている。 

アンテナを道路から遠ざける。 

「 OVERLOAD 」 び表示窓で点滅する。 

音量(ボリューム）が大をいため、スピー 
カーに負荷がかかりすぎている。 

1. か 1 ボタンを押して本機の電源を切 
る。 

2. 再生ソースを止める。 

3. 边 /I ボタンを巧して本機の電源を入 
れ、音量を調節する。 


スピーカー端モびシヨートしたため、ア 
ンプ部に負荷びかかりすぎている。 

1. の /1 ボタンを押して本機の電源を切る。 

2. スピーカーび正しく接続されている 
かどうか確かめる。 

3. をラー度边 /I ボタンを押して本機の 
電源を入れる。 

スピーカー端子びショートしていない場 
合は、お質い上げの販売店にに問い合わ 
せる。 

U モコンび意図しない動作をする。 

U モコンび本機または接続した機器を 
操作でさるモードになっていない。 

先にヴウンドボタンやソース機器選択ボ 
タンを押してから、操作する。 

(國〜回ページ） 

U モコンで操作でをない。 

1」モコン受光部との間に障害物びある。 

障害物を取り除く。 


電池び消耗している。 

電池を交換する。 


入力したメーカーま号び間違っている。 

正しい 一力一番号 (2 ケタ）を入力し直 
す。 


( 44 ) 



保証と アフターサービス 


保証書（別添) 


保証書は，お買い上げの販売店よりお受け取り<ださ 
い。 r お買い上げ日' 販売店を」等の記入をお確かめの 
うえ、記載内容をよくお読みの後、大切に保管してお 
いてください。 

-保証期間 - 

お買い上げの曰か61年間 


補修用性能部品の最低保有期間 

AV コント□ールアンプの補修用性能部品の最低保有 
期間は，製造な切り後8年です。 

補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するため 
じあ、要な部品です。 


修理に関するご相談やご不明な点は 


修理に関するご相談やご不明な点は， お買い上げの販売店 または画ページの r ビクターサービス窓□案内」 をご覧のラえ最 
寄りのサービス窓□じお問い合わせください。 


修理を依頼されるとさは 


出張修理 


回ページの r 故障かな？と思5前に」 じ従ってお調べください。それでもなお異常のあるときは，使用を中止し、 お買い上 
げの販売店に 修理をご依頼ください。このとき不具合の発生したディスクなどのメディアも一緒じご用意ください。 


1 保証期間中& J 

修理に際しましては保証書をご提示ください。 

保証書の規をに従って販売店が修理させていただきます。 


1保証期間び過ざているときは j 

修理すれば使用できる場合には，お客様のご要望じより修 
理させていただきまず。 


ご連絡していただきたい内容 


修理料金の仕組み 


晶 を！ 

AV コント□-ルアンプ 

型 を 

RX - E 100 

お買い上げ曰 

年月日 

故障の状況 

できるだけ具体的に 

ご住巧 

付近の目 EP 等も併せてお巧6せください 

おを前 


電話番号 


訪問ごホ望日 



技術料 

故障した製品を正常に修復するための料金です。 
技術をの人件費、技術教育費，測を機器等設備 
費、一般管理費等が含まれています。 

十 

部品代 

修理に使用した部品代金です。その他修理じが 
帯する部材等を含む場合ちあります。 

十 

化張料 

製品のある場所へ技術ををお遣するための費用 
です。別途、駐戰斗金をしザこだく場合がありまず。 


便利メモお買い上げ店を 


巧 （ 


广 {~別売アクセサ U - ;- 

サテライトスピーカーシステム…. SP - X 100 (5 本1糸且） 

パヮードサブウーハー . SP - PW 100 

スピーカー システム 

(フ□ント/リア用） . SX - L 3 

(センター用） . SX - LC 3 


光デジタルケーブル . XN-110SA (長さ 1m) 

同軸デジタルケーブル（ピンプラグ） • CN-D110E 很さ Im) 

S 巧像ケーブル .VC-S110E (長さ 1 m) 

巧像ケーブル . VX-110E (長さ 1 m) 

RCA ピンプラグコード . CN-510E (長さ 1m) 

整合器 . VZ-71A 


一が障かな？とおう前に/巧証とアフタ—ヴ—ビス 


■別売りアクセサリーはお買い上げの販売店でお求めください。 


返) 















東海 •：! ヒ 

(054) 282-4141 422-8006 
(0 己己 9) 22-1 已已フ 410-0041 
(053)421-3441 43己-0041 
{〇已 68) 2已 -323 己 481-0041 
{〇已 64) 26-1 00巳 444-2 133 
{〇已 32) 64-081 己 440-08 已3 
{058)274-1947 己00 -8367 
{0 己 93) 已吕 -0 S 41 己 10-0076 
{059)229-7780 己 14-081 己 
{076)42 已 -2397 939-821 1 
{076 に 69-4821 921-8062 
{0776) 已 3-691 己 910-0843 


近 

と化 

巧 

滋賀 S . S . {077)582-5812 

已 24-0033 

【出張修理専門】のご相談,客口 

大 阪 S . C . (06)6304-5731 

已 32-0027 1 

【お預かり修巧、補修巧部品】のご相談窓口 

京 都 S . C . {075)644-0247 

61 2-8401 

福知山 S . S . (0773 に 2-8664 

620-00 己9 


【出張修理専門】のご相談,客口 
大 阪3.0. 1^(06)6304-5731] 532-0027] 
【お預かり修理、補修巧部品]のご相談窓口 
苦' 良 S . S . 1—(0744)24-6271 1—634-0007 | 
【出張修理専門]のご相談窓口 
大 阪 S . C . |~(0日)己304-已731|~己3呂 -0 日呂7 | 
【お預かり修理、補修巧部品】のご相談窓口 


陸 

■ 静岡巿巧金6-已 -28 
あま市筒井の 6-5 

お化市化島町78己 _ 

西春曰井郡西春町九之坪鴨田 121-1 
岡崎市井ノ □ 巧字ミ可原西31 - 1 
豊橋市佐藤己- 19-1 
—岐阜市宇佐南 3-1-28 
■ 四日市市堀木 2-1 已 -2 
ま市大き藤ち48己-18 
■ 富山市二□町四了目1 -3 
■ 金ミ尺市新保本四了目6已 -17 
胃福井ホ西開発 3-2 11 


大阪市淀川区田に- 4-28 


京都巿伏見区巧草下り I 原の31 - 1 
福が山市厚東町14已 -2 


大阪市淀川区田川 2-4-28 


憧原巿薑本の 834-2 


大阪市淀" I 区田川 2-4-28 


大 阪 S . C . 

大阪南 S . C . 
巧 S . C . 

{06)6304-5731 
{06) 己768-已489 
{0722)54-2881 

已 32-0027 
已 43-002 S 

己白 1-8032 

大阪市淀川区田川 2-4-28 
大阪市天王寺区ル橋町 10- 16 
柄!市百舌鳥梅町3了目21-己伊助八イ 

【業務用機器専門】のごホ目談窓口 
深だテナンス の 6 )日 3 〇 4 - 67 1已 

己 32-0027 

大阪市淀川区田川 2-4-28 

和歌山 S . S . 
田辺 S . S . 

{073)47 吕 -6799 
{0739)22-9976 

640-8323 
64己-0031 

和歌山市太田430 -8 
田辺市凑1己 81-12 


【出張修巧専門】のご相談窓口 
大阪 S . C . 1^(06) 日304-已7311已 32-0027 ] 
【お預かり修理、補修巧部品]のご相談窓口 
神 戸 S . G . r (078)2 已 2-0 己己 2] 6巳 1-0086 
姫路 S . S . 1—(0792)34-3833 670-097 已 


大阪市淀川区田川 2-4-28 


巧戸市中央区機上通 3-2- 16 
姫路市中地南町1 1-1 


静 岡 S . C . 
沼ま S . S . 
浜 松 S . S . 
名古屋 S . C . 
= ミ 可 S . C . 

豊橋 S . S . 
岐阜 S . S . 
=重 S . S . 
ま S . S . 
富 山 S . C . 
^~~ミ尺 S . C . 
富井 "s.s. 


化類宣 


九州•沖縄 


(092 M 31 -に61 812-001 1福岡市博み区博を IR 前 4- 1 6- 1 
(0942)-39-349 已83日-0038 义留米市困町宇神浦 1-1 19吕 
(093)921-3981 802-0065 北九州市小含化区兰获野 2-9-3 
(09 已 )862 -己已2吕 852-8021' 長崎市城山町 [9-1 3 

(日日已 6)33 -己己68 857-1 166 化世保市木風町1 467-2 _ 

(097) 己 43-1 42吕 870-0882 大分市大道巧4-1 -2 
(096)3 己 3-4 己36 861-4101' 能本市お見巧8-1 -1 0 
(0985)24-5401 880-0032 宮崎市覆島町3-已白 
(0982)35-7707 882-0857 延岡市您領町 24-3 
(099)282-88 18 890-0034 鹿巧島市田上订目 9-8 
(098)898-3 己31 901-2224 沖縄県宜野湾市真志真 1-13-16 — 


(086) 吕 43-1 己66 
(08 吕)吕 43-9839 
(0849)31-6984 
(083)973-3708 
(0834)27-1331 
(0832) 己 1-1040 
(08 己 2) 3 1-8900 


700-0927 
730-082 已 
721-0973 
7己 4-0022 
74己-0042 
751-0852 
690-0823 


岡山市西古松西町' 8-23 
を島市中区光南 3 - 9 -17 — 
话山市南蔵王に3-已 -1 己 
吉敷郡ル郡町巧園の己-28 
徳山市野上の 2-3 曰 
下関市熊野町 2-14-23 
松江市学園 1-16-39 


(0853)21-461 1 693-0001 出雲市今市巧8已4 
(08 已已 )22- 1己84 697-00 吕3巧田市長沢町671 - 1 
の8己フに 3-21 已 680-09 11「鳥取巿千代水1了目22-1 

四 国 


(011) 898-1180 004-0005 札幌市厚別区厚別東已条1 -2-29 

(0166)61-36 己9 070-8012 旭川市神居二条 3-2-1 已 

(0157) 25-8557 090-0037 化見市山下町 4-7- 19 

(0 1已 4) 24-0797 080-000已訓路市松浦の3ま3号 

{0155)24-4493 080-0806 帯広市東六条南に-11 

(0138) 已2-已3吕4 040-0001函館市五棲郭町 4-1 6函館态©ば生命ビル1 F 


岡 山 S . C . 
ぶ S— S . C . 

福山 S . S . 
山 口 S . C . 
徳山 S . S . 
下関 S . S . 
山陰ピクタ-願 ㈱ 
サービスセンター 
(お江•米モ担当） 
出雲き熱けイス巧 
淵き熱け-口お 
飄き熱けイス巧 


福 

陶 S . じ. 

义留ホ S.S 
化九州 S . C . 

長 

崎 S . C . 

なな巧 S.S 

大 

分 S . S . 

熊 

本 S . C . 

宮 

崎 S . S . 

延 

岡 S.S 

鹿巧島 S . C . 

沖 

縄 S . C . 


青 森 S.C 
八戸 S.S 
弘前 S.S 
盛 岡 S.C 
S.S 
.C 
S.S 
S.S 
S.C 
S.S 


{017)723-2261 030-0844 青森市桂木 4-6- 17 
{0178) 44-4 已21 031-0804 八戸市青葉 2-21-2 
(0172) 28-0 1己已 036-8084 站前市高田 1-13-1 
{019)637-0121 020-0835 盛岡市ま志田9地割を 1-1 

(0197)22-2773 023-0815 水;尺市天文台通り 3-1 2 _ 

{018)824-3 189 01 0-0953 が田市山王中園町 4- 1 

{ 0186 ) 43-0980 017-0874 大館巿美園巧已 -6 

(0182) 32-8873 01 3-0064 横手市ホ坂字大道向 3-6 

{022)287-0151 984-001 1仙台市若林区六 T の目西巧 7-1 3 

(0225) 94-771 1 986-0853 石巻市門脇字四ま谷地 8- 18 

{023)642-0279 990-2412 山形市が公山3- 12-18 

{0 吕 34) 26-7145 998-0842 巧田市亀ヶ崎色-6-1 

{024)9 已 2-6331 9巨 3-020 已郡山市 i 是 1-3 

(0 吕 46) 28-4991 970-8034 いわき市平上滿 I 序お町1 9-4 

{ 0242 ) 38 - 1 3 己已 96 已 - 083 1 会ま若松巿表阳 1 - 44 ； 、イツシンフォニー 101 


東北 


北海道 


028)635-2938 279-0001 I 千 集 県巧安市当れ島 2-13-27 


{ 0 吕 7 > 吕巳己 - 己 92 


所在地、電話を号が変まになる場合びございまずので、ち6かじめご了承ください。 〇已01 

♦略号について S . C . はサービスセンターの略称です。 

S . S . はサービスステーシヨンの略称でず。 


I (0 己己)2吕7-己フ73 I 279-0001 
補修巧部品】のご巧設窓 □ 

甲府 S . S .」（0 己己)吕37401己 [400-08 白4_ 
【出張修理き門】のごホ目談窓口 
首な国ヴーピスセンター1 (03)5803 -吕888 f 279-0001 
【お預かり修理、補修巧部品】のごネ目談窓口 
干 裏 S . C . (043)246-2 己88 1—261-0001 
柏 S . C . (0471)7 已 -4322 2フフ-0863 
浦を S . S . (047)3 己 3-6 189 1—279-0001 
■ 【出張修理専門】のご相談窓口 
ち街目ヴービスセンター 1—(03)5803-28881 279-0001 
【お預かり修理、補修用部品】のご相談窓口 
本 郷 S . C . {03) 已 684-82 己411 3-0033 
秋票原 S.S (03)32 己 1-2 128 101-0021 
練 馬 S . C . {03)3993-7520 176-0014 

大 田 S . C . (03) 3727-938 已14己-0062 
ノ、王子 S . C 」{042 巨) 4己-69141_1 92-004 已 

【業務用おお専門】のご柜談窓 □ _ 

節がンテナンスセンタ-1 (日 3) 3874-已231 I 11 0-0003 
-【出張修理専門】のご相談窓口 
首都国ヴービスセンター 1 (03) 己 803-28881—279-0001 
【お預かり修理、補修巧部品】のご相談窓口 
大 言 S . C . (048)654-5241 33日-0037 

負長 gS . S . (048) 已己3-已10己 361-0057 
【出おお巧専門】のご相談窓口 
首都圍ヴービスセンター「(03)己 803-2888 f 279-0001 
【お預かり修理、補修用部品）のご相談,客口 
横 巧 S . C . (日4己) 6已 1-0403 231-0028 
川 崎 S . C . (044) 97已 - 1879 21 6-0024 
平 塚 S . C . (04 己 3)36-2 160 2己 4-006 己 
ホ目模原 S.C (042)776 -吕〇己2 229-0004 


千葉県浦安巿当代島 2-1 3-27 _ 

甲巧市湯田 2-11- 巳 _ 

浦を市当代島 g -13-97 _ 

千葉市美お区幸町 2-1-1 
柏市豊四季已 12-1 0-67 
巧ま市当巧島 2-13-27 _ 

千葉県浦安巿当巧島 g -1 3-27 

文京区本郷 3-14-7 ビクター本郷ビル 1 F 
千代田区外神田 1-6-6 
練馬区豊玉南り 9-1 
大田区北千束 2-20-6 
八王子市大和]田巧2-9-6 _ 

台ま区お岸己- 4-3 

千葉県浦安巿当巧島 2-13-27 

さいたま市東大成町 2-6 已8-1 
行田市城西 2-7-39 ツイン八イツ石山目 

千葉県浦安巿当巧島 g -1 3-27 

横お市中区お町 1-3-1 
川崎市宮前区南平台 3-2 (第2石原ビル） 
平塚市南原 2-4 -已 
巧模原巿古淵 3-7-4 


首都圍ヴ-ビスセンタ 


ヴ-ビスセンタ- 


S . C . {0 吕已)吕 42-3431 9己 0-0084 
長岡 S . S . {0 吕已 8)24-8391 940-0012 
上越 S . S . (0 吕己已 )4 己-1734 942-0081 
■ 【出張修理専門】のご相談窓口 
首都昌サービスセンター 1 (026)221-76071 279-0001 
【お預かり修理、插優用部品】のご相談窓 □ 

長 巧 S . C ] {0 吕 6)221 -己已83 380-0913 
が i 本 S . S . <0吕 63)2 已 -9 16己 390-08 吕8 
■ 【出張修理専門】のご相談窓口 


新漏市明石 1-2-1: 
長岡市下下条2- 1366-1 
上越市五智 1-1 1_ 

千葉県浦安巿当巧島 g -1 3ぶフ 

長野而 I 恰新田白色己-1 
松本市庄内 2-4-21 


ii 


11 


ご転居等でな証書記載のお買い上げ販売店にアフターサービスをご巧頼になれない場合は、最寄〇の「ご相談窓□」にご相談ください。 


ビクターサービス 窓口案内 (ビクターヴービスエンジニアリンク株式を社) 


C C S S S S 

S S S S S S 

幌川見お広館 


風 









































アナ□ク音声信号をデジタル信号に変換して扱ラち式の 
一つで、変換に際して圧縮処理を全<しない音声信号のこ 
とです。 


ドルビーデジタルや DTS の巧周波効果音のことです。 


視聴者の周囲にスピーカーを複数配置し、臨場感あふれる 
立体音場を創り出すことをさします。 


ドルビーサラウンドち式では、フロント左ち、センター、リ 
ア（モノラル)の 4 ch 音声を 2 ch で記録しています。 

再生時にマトリクス回路（ドルビープ□ロジックデコー 
ダー）を使い、ドルビーサラウンドち式で記録された 2 ch 
音声から 4 ch 音声を再生します。 

これにより、立体感•包囲感のあるサラウンドをお楽しみい 
ただけます。 


已 .1 ch の音声トラックを持つ新しいサラウンド方式です。 
フ□ント側 3 ch (レフト、ライト、センター)に加え、リア出 
力もステレオ化し、フ□ント側と同じ周波数帯域を持たせ 
ています。さらに独立したサブウー八一巧.1 ch の 0. 1 ch 
部分)信号を記録しています。 

記録の際はあらかじめ已 . 1 ch び分離された状態で記録さ 
れており、チヤンみレセパレーシヨンも良好です。さらにす 
ベての音びデジタル信号で処理されるので、ノイズを抑え 
ることびでさます。 


DTS は、米国のデジタル'シアター•システムズ社び開発し 
た劇場用デジタ J レ音声システムで、信号のチヤンネ J レ数は 
ドルビーデジタルと同じ已 . 1 ch です。 

記録する際の音声データの圧縮率びドルビーデジタルと 
比べて低 <、再構成する際の情報量びをくなるので、より厚 
みのあるク U アな高音質再生び可能となっています。また、 
ダイナ5ックレンジび広く高分解能のサウンドび得られ 
るので迫力のある効果的な音場再生び可能です。 


MPEG -2 才ーディオの標準ち式の一つで、 BS デジタル放 
送で採用されている音声符号化規格でず。 

ほビットレートでかつ高音質をお保でをる点び特長で、番 
組内容によりマルチチヤ ンネ )レ設定び可能なフォーマット 
です。 


用語解説 


ビクタ—ヴ—ビス窓□案内/用語解説 


© 









用語索引 



か行 

ページ 1 

クロスオーバー周波数 . 

. 國 

さ巧 

ぺージ II 


ビクター•シアターサラウンド 

ビデオデッキを接続する . 

プ1」セット選局 . 

放送局を記憶させる . 



ヴブウー八一 
サラウンド.... 


スタンバイモード . 

スピーカーサイズを設をする 
スピーカーの出カレベル ........ 

スピーヵー表お . 

スピーカーを 接続す る . 


. 凹、回、四 

. 國 

. 回 

. 回 

. 回 I 回 

國〜画、國一巧 

. 回 

. 回 


ま巧 

ぺージ 

マ— ユ アル選局 . 

. 圆 

S 行 

ぺージ 

1」—ア PCM . 

. 回1回 

数字/アルファベット 

ぺージ 


ダイナ5ックレンジ . 回 

1氏音域のレベルを設定する . 回 

ディレイタイム(遅延時間） . 回 

デジタル音声入力表示ランプ . 回 

デジタル入力 . 画〜回、画、回 

デジタル CS チューナーを接続する . 四 

テストトーン . 画〜图 

ドルビーサラウンド . 回、國、回 

ドルビーデジタル . 回、國、回 

トレブル(高音） . 图 


AAC . 回、國、凹 

ATT . 國 

AUTO MUTING . 國 

BS デジタルチューナーを接続する . 田] 

DAP . 國、图、國 

DBS . 画 I 回 

ディーエスピー 

DSP . 画〜画 

DSP を使ラためのスピーカー配置 . 画 

DTS サラウンド . 國、回 

DVD プレーヤーを接続する . 回 

FM 受信モード . 國 

□- フリケンシー エフェクト 

LFE (Low Frequency Effect ). にり、 回 

MONO . 國 


回、國、回 


延) 


MPEG -2 







































































主な仕様 


く アンプ部> 


実用最大出力に IAJ ) フ□ント 

センター 
U ア 


7 日 W 十 7 日 W (目が 
7 日 W (目が 
7 日 W 十 7 日 W (6 が 


音声入力(アナ□グ) 
音声入力(デジタル) 


入力感度/インピーダンス （1 kHz ) 
DBS 、 AUX 、 TV 、 VTR、DVD : 2 ] 0 mV /47 kO 

同軸 デジタル 1( DVD ) :0.5 V (|> p )/75^2 

光デジタル デジタル 2 ( DBS ) : -21 dBm 〜一 ] 已 d 巨 m 

(目目 Onm ± 3日 nm ) 

U ニア PCM 、ドルビーデジタル、 DTS サラウンド、 MPEG -2 AAC に対応 
(サンプリング周波数 32 kHz 、44.1 kHz 、48 kHz に対応） 


音声出力(アナ□グ) 

S / N 比(音声） 

周波数特性 

卜ーンコントロール 
バスブースト 


VTR 

サブウー八一 

□巨 S 、 AUX 、 TV 、 VTR、DVD 
D 巨 S 、 AUX 、 TV 、 VTR、DVD 
バス ( BASS ) 

トレブ J レ ( TREBLE ) 


:210 mV 

:88 dB ('66 IHF ' A ネットワーク) 
:20 Hz 〜 20 kHz け]服） 

: ±10 dB (10 日 Hz ) 

: ±10 dB ( lOkHz ) 

:+目服±1服 （7 日 Hz ) 


映像入力 


映像出力 

S / N 比（映像) 


コンポジット映像 
S 映像 


D 巨 S 、 VTR、DVD 
D 巨 S 、 VTR、DVD 


コンポジット映像 VTR 、 モニター 
S 映像 VTR 、 モニター 


入力感度/インピーダンス 
: lV ( p - p )/7巳^ l 、同期負 

Y : lV ( p - p )/7 已〇、同期負 
C :0.286 V ( p - p )/75 i 2 

出カレベル/インピーダンス 
: lV ( p - p )/7己^2、同期負 

Y : lV ( p - p )/7己^2、同期負 
C :0.286 V ( p - p )/75 i 2 

:4已 d 巨 


く FM チューナー部> 


受信周波数 
S / N 比 


全高調渡ひずみ率 


アンテナ 


7目.日 MHz 〜1日 S.OMHz 
モノラ J レ：7已 d 巨 （8 己 d 巨 f ) 
ステレオ ：73 d 巨 （ S 己 d 巨 f ) 
モノラル:0.4% ( IkHz ) 
ステレオ：〇.目〇/〇 ( IkHz ) 

7已化不平衡型 


く AM チューナー部> 

受信周波数 
実用感度 
S / N 比 
アンテナ 


曰 3] kHz 〜1，目 29 kHz 

4001 iV/m 

48服 ( lOOmV / m ) 

外部アンテナ端テ(ループアンテナ) 


く共通部> 

電源 

消費電力 

最大がお寸法 

質量 

付属品 


AC ]00 V 、 已 0 HZ /60 HZ 共用 
電源入(日 N ) 時 130 W 

待磯(スタンバイ）時 2 W 
幅43已 mm X 高さ1日 0 mm X 奥行 398 mm 


7.日 k 邑 

U モコン ( RM - SRXE ] 0 0). 1 

単3形乾電池 （ U モコン動作確認用） . 2 

FM 簡易型アンテナ . 1 

AM ループアンテナ . 1 


• 本機の仕様および外観は、改善のため予告なく変更することびあります。 

-曰 AJ は、曰本電子機械工業芸規格に定め5れた測定ち法による数値です。 















狂) 



^ ご相談や修理は ^ 

ビクター製品についてのごホ目談や修理のご依欄ホ、 

お買い上げの販売店にごホ目談ください。 

睦居されたり、贈答品などでお困りの場合は、下記のご相談窓口にご相談ください。 

修理などのアフターサービスに関するご相談 

ビクターサービスエンジニア IJ ング株式会社 

お買し、物相談や製品じついての全般的なご相談 

お客様ご相談センター 

回ぺージの「ビクターヴービス窓□案内 J 
をご覧ください。 

V 

東京 0(03) 5684-931 1 

干 113-0033 ま京都で京区本郷兰 T 目 14-7 ビクター本郷ビル 

大阪 0(06) 巨 76 己- 4161 

干 543-0028 大阪巿天王寺区小橋町 10-1 目大阪ビクタービル 

ノ 

ビクターホー ムぺ ージ http://www.jvc-victor.co.jp/ 

論 Victor 

JVC 


B 巧ピク g — 巧式含な 


パー ソナル&モビールネ ッ トワークビジネス ユニット 

干 371-8543 前橋ホ大渡町 一 T 目10番±也の1 なダイヤルイン （027) 254-8952 
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